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赤 磐 の く ら し に 寄 り 添 う 情 報 ツ ー ル

広
報

P4-7 今、詩人・永瀬清子がアツイ。　P8-9 市役所本庁舎（Ⅱ期エリア）の改修工事が間もなく完了

市LINE公式アカウントの友だち追加はお済みですか？

LINEで行政手続きもできるようになったみたい！詳しくは25ページへ！



　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
７
年
（
２
０
２
５
年
）
の
新
春
に
あ
た

り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
新
春
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

旧
年
は
、
都
市
基
盤
整
備
や
農
業
振
興
な

ど
の
分
野
に
お
い
て
、
節
目
と
も
い
う
べ
き

大
き
な
進
展
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
市
が
目

指
す
将
来
像
で
あ
る
「
職
住
近
接
」
の
実
現
、

ま
た
基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ
る
農
業
の
近

代
化
、
安
定
化
に
向
け
、
そ
れ
ぞ
れ
確
実
な

一
歩
が
踏
み
出
せ
た
も
の
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
交
通
へ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
の
導
入
と
デ
マ
ン
ド
交
通
の
拡
充
、
行

政
手
続
き
の
Ｄ
Ｘ
化
や
高
校
生
ま
で
の
医

療
費
完
全
無
償
化
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
さ
ら
に
注
力
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
礎
と
し

て
、
各
地
域
の
拠
点
整
備
と
賑
わ
い
の
創
出

を
テ
ー
マ
と
し
た
各
種
事
業
を
さ
ら
に
推

進
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
多
様
性
を
認
め
合

う
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
」
の
推
進
な
ど

の
子
育
て
・
教
育
施
策
を
は
じ
め
、
農
業
振

興
施
策
や
健
康
寿
命
延
伸
に
向
け
た
福
祉

施
策
の
充
実
な
ど
、
本
市
が
よ
り
一
層
魅
力

的
な
ま
ち
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

最
後
に
、
い
よ
い
よ
市
役
所
の
耐
震
改
修

工
事
が
完
了
し
、
中
央
公
民
館
を
残
す
ば
か

り
と
な
り
ま
し
た
。
全
て
の
工
事
が
完
了
す

る
ま
で
今
し
ば
ら
く
お
時
間
を
い
た
だ
き

ま
す
が
、
引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

迎
え
た
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多
き

素
晴
ら
し
い
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

赤
磐
市
長
　
友
實 

武
則

新年の
ごあいさつ
2025

「
職
住
近
接
」
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
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市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
輝

か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
の
干
支
は
巳
年
で
す
。
巳
年
の
特
徴

は
新
し
い
挑
戦
や
変
化
に
対
し
て
前
向
き

な
姿
勢
を
示
す
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ま
も
新
た
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
年
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
年
初

に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
を
は
じ
め
、
異

常
気
象
に
伴
う
豪
雨
災
害
に
よ
り
多
く
の

生
命
財
産
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
自
然
の
猛
威

の
前
に
人
間
の
力
は
、
は
る
か
に
及
ば
な
い

こ
と
を
痛
感
し
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
こ
う
し
た
異
常
気
象
の
原
因

で
あ
る
地
球
温
暖
化
に
対
し
て
の
国
際
的

な
取
り
組
み
が
一
朝
一
夕
に
改
善
す
る
こ

と
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、

本
年
も
猛
暑
や
大
災
害
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　

議
会
と
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

生
命
財
産
を
守
り
、
安
全
安
心
を
届
け
る
た

め
、
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
、
執
行
部
に
対
し
て
提
案
や
改
善
要
求
を

重
ね
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
物
価
高
騰
が
続

き
、
毎
日
の
暮
ら
し
は
大
変
な
状
況
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
国
・
地
方
が
一
丸
と
な
り
、

改
善
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

赤
磐
市
の
活
性
化
を
進
め
る
新
拠
点
整

備
事
業
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
昨
年
９
月
議

会
で
は
公
共
ゾ
ー
ン
（
道
の
駅
）
の
用
地
費

な
ど
９
億
７
千
万
円
余
り
の
予
算
を
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
あ
り
ま
す
が
、
企
業
誘
致
が
進
め
ば
就
労

場
所
の
確
保
や
人
口
増
、
さ
ら
に
は
波
及
効

果
に
よ
り
企
業
進
出
も
期
待
さ
れ
、
10
年

後
、
20
年
後
の
赤
磐
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
た
基
盤
づ
く
り
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
市
民
皆
さ
ま
の
ご

健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
昨

年
同
様
、
市
議
会
に
対
し
て
ご
理
解
と
ご
指

導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

赤
磐
市
議
会
議
長
　
佐
藤  

武

赤
磐
市
教
育
委
員
会
教
育
長
　
坪
井 

秀
樹

多
様
な
学
び
で
未
来
を
創
る
赤
磐
の
教
育

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
素
か
ら
、
教
育
行
政
推
進
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
は
、
誰
も
が
い
き
い
き
と
し

た
人
生
を
享
受
す
る
こ
と
の
で
き
る
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
た
教
育
施
策
を
引
き
続
き

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、「
学
習
意
欲
」・

「
学
び
方
」・「
学
習
習
慣
」
を
中
心
に
、
自
ら

学
び
成
長
し
て
い
く
力
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
学

習
進
度
や
興
味
・
関
心
な
ど
に
応
じ
た
、
主

体
的
な
学
び
を
進
め
な
が
ら
、「
課
題
解
決

型
学
習
」
や
「
探
究
学
習
」
に
取
り
組
み
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
考
え
決
定
で
き
る

場
面
を
増
や
し
、
自
己
決
定
力
や
、
多
様
な

他
者
を
認
め
な
が
ら
協
力
す
る
力
、
異
な
る

意
見
か
ら
納
得
解
を
導
き
出
す
力
な
ど
の
育

成
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
社
会
を
取
り
巻
く

環
境
の
急
速
な
変
化
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

が
抱
え
る
困
難
さ
は
年
々
多
様
化
・
複
雑
化

し
て
い
ま
す
。
学
校
・
園
を
誰
も
が
通
い
た

く
な
る
魅
力
あ
る
場
所
に
す
る
取
り
組
み
を

加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、
学
校
外
の
「
学
び

の
場
」
づ
く
り
に
も
取
り
組
み
、
誰
一
人
取

り
残
さ
れ
な
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た
施
策

を
推
進
し
ま
す
。

　

社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
公
民
館
な
ど
の

社
会
教
育
施
設
の
機
能
強
化
を
図
り
、
地
域

や
家
庭
で
共
に
学
び
支
え
合
う
社
会
の
実
現

に
向
け
た
教
育
の
推
進
と
生
涯
に
わ
た
る
ス

ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
（
す
る
・
観
る
・
支
え
る
）

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
貴

重
な
文
化
財
保
護
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地

域
に
根
ざ
し
た
文
化
・
芸
術
活
動
の
魅
力
を

伝
え
、
発
信
す
る
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
は
、
教
育
行
政
の
活
性
化
に

努
め
、
先
見
性
と
創
造
性
を
発
揮
し
な
が
ら

そ
の
使
命
を
果
た
す
と
と
も
に
、
学
校
、
家

庭
、地
域
社
会
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た

し
な
が
ら
、
連
携
・
協
働
を
進
め
、
質
の
高

い
教
育
を
進
め
て
い
く
た
め
の
新
た
な
「
赤

磐
市
教
育
振
興
基
本
計
画
（
教
育
大
綱
）」
を

策
定
し
ま
す
。

多
種
多
様
な
課
題
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
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今
、詩
人
・
永
瀬
清
子
が

ア
ツ
い
。

　
明
治
39
年
２
月
17
日
、
現
在
の
赤
磐
市

松
木
に
生
ま
れ
る
。
平
成
７
年
、
89
歳
の

誕
生
日
に
生
涯
を
閉
じ
る
ま
で
、
現
役
を

貫
い
た
現
代
詩
の
母
。
17
歳
の
と
き
『
上

田
敏
詩
集
』
を
読
み
、
詩
人
を
志
し
た
。

宮
沢
賢
治
の
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
が
書
か

れ
た
手
帳
発
見
に
立
ち
会
っ
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
。
父
の
赴
任
で
金
沢
・
名
古
屋
、

結
婚
で
大
阪
・
東
京
と
移
り
住
み
、
そ
の

後
、
夫
の
転
勤
で
岡
山
市
の
母
の
家
へ
。

戦
後
、
松
木
に
帰
り
田
畑
を
耕
し
、
子
育

て
を
し
な
が
ら
詩
作
を
続
け
、
み
ず
み
ず

し
い
言
葉
で
自
然
や
生
活
を
う
た
っ
た
。

　
詩
集
に『
グ
レ
ン
デ
ル
の
母
親
』（
第
１

詩
集
）、『
美
し
い
国
』、『
春
に
な
れ
ば
う

ぐ
い
す
と
同
じ
に
』、
短
章
集
『
流
れ
る

髪
』、
随
筆
集
『
光
っ
て
い
る
窓
』、
絵
本

『
ひ
で
ち
ゃ
ん
の
に
っ
き
』、『
ぼ
く
と
母

さ
ん
の
う
た
』
な
ど
多
数
。
第
１
回
岡
山

県
文
化
賞
、
第
19
回
三
木
記
念
賞
、
詩
集

『
あ
け
が
た
に
く
る
人
よ
』
に
よ
り
地
球

賞
、
現
代
詩
女
流
賞
な
ど
多
数
受
賞
。
日

本
現
代
詩
人
会
物
故
名
誉
会
員
。

第20回朗読会「永瀬清子の詩の世界」で永瀬清子の詩
「地図」を題材に作られた布絵を飾った舞台で、白萩の会
の皆さんが朗読劇を上演する様子

永瀬清子の生涯が気になった人は… 永
瀬
清
子
っ
て
こ
ん
な
人

　
「
永
瀬
清
子
の
里

づ
く
り
事
業
」
が
始
ま
っ

た
の
は
、
平
成
８
年
の
旧
熊
山
町
。
平
成
17
年

の
合
併
後
も
赤
磐
市
に
引
き
継
が
れ
、
最
近
で

は
、
ユ
ネ
ス
コ
文
化
創
造
都
市
に
国
内
初
の
文

学
部
門
で
加
盟
が
決
ま
っ
た
岡
山
市
の
岡
山

連
携
中
枢
都
市
圏
「
文
学
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
」
事
業
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
、
永
瀬
清
子
の
詩
は
、
英
語
や
フ
ラ
ン
ス

語
に
翻
訳
さ
れ
る
な
ど
、
国
内
の
み
な
ら
ず
、

海
外
で
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
外
の
個
人
や
団
体
も
詩
人
・
永

瀬
清
子
を
慕
い
、
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
活

動
は
多
岐
に
わ
た
り
、
朗
読
劇
で
の
上
演
、
生

家
の
保
存
活
動
、
詩
を
歌
う
、
布
絵
に
す
る
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

こ
の
特
集
で
は
、
そ
う
し
た
皆
さ
ん
の
活
躍

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

マ
ン
ガ
ふ
る
さ
と
の
偉
人

『
詩
人
永
瀬
清
子
物
語

 

わ
が
た
て
が
み
よ
、な
び
け
』

市
立
図
書
館
や
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
サ
イ
ト
で

無
料
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
！

（
マ
ン
ガ
：
藤
井
敬
士
／
シ
ナ
リ
オ
：
和
田
静
夫
）
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永
瀬
清
子
の
暮
ら
し
全
体
を
感

じ
て
も
ら
い
、永
瀬
清
子
の
詩
に
触

れ
て
も
ら
い
た
い
と
願
い
、生
家
保

存
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
２
月
、納
屋
を
改
装
し

た
カ
フ
ェ
を
開
い
た
こ
と
が
き
っ

か
け
と
な
り
、生
家
に
も
永
瀬
清
子

を
慕
う
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
中
に
は
、永
瀬
清
子
を
知

ら
な
い
人
が
訪
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

永
瀬
清
子
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

う
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、朗
読
や
詩
作
講
座
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
ほ
か
、母
屋
の
２

階
な
ど
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
し
て
企

画
展
を
始
め
ま
し
た
。

　
２
月
に
開
催
す
る
紅
梅
忌
で
は
、

朗
読
会
の
ほ
か
、第
７
回
永
瀬
清
子

現
代
詩
賞
に
入
賞
し
た
詩
人
、
選

者
、詩
の
好
き
な
人
た
ち
と
語
り
合

う
交
流
会
も
あ
り
ま
す
。没
後
30
年

と
な
る
今
年
は
、さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
、永
瀬
清
子
の
思
い

を
発
信
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
10
月
に
結
成
し
、永
瀬

清
子
の
朗
読
劇
、講
演
会
、ミ
ニ
朗

読
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
会

員
は
、
朗
読
の
活
動
を
し
て
い
た

人
、
永
瀬
清
子
の
詩
集
を
読
ん
で

い
た
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。最
初

は
詩
を
読
ん
で
も
よ
く
分
か
ら
な

か
っ
た
の
で
す
が
、朗
読
劇
に
参
加

し
、泥
臭
く
て
庶
民
的
な
一
面
が
あ

る
な
ど
永
瀬
清
子
像
が
見
え
て
く

る
と
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
７
つ
の
朗
読
劇
を
上

演
し
て
お
り
、自
主
公
演
の
収
益
金

の
一
部
は
、永
瀬
清
子
生
家
保
存
会

に
寄
付
し
、活
動
を
応
援
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、市
主
催
の
第
20
回
朗

読
会
で
は
、「
松
木
の
村
よ
り
」
を

上
演
し
ま
し
た（
４
ペ
ー
ジ
上
の
写

真
）。

　
こ
れ
か
ら
も
上
手
に
読
む
の
で

は
な
く
、私
た
ち
の
声
や
人
柄
で
永

瀬
さ
ん
の
詩
を
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
永
瀬
清
子
生
家
保
存
会

理
事
長　

横
田 

都
志
子
さ
ん

白
萩
の
会

代
表　

竹
入 

ひ
か
る
子
さ
ん

　

平
成
17
年
３
月
の
合
併
で
赤
磐
市
が

誕
生
し
、
最
初
に
行
っ
た
第
10
回
朗
読
会

「
永
瀬
清
子
の
詩
の
世
界
」は
、永
瀬
清
子

の
生
誕
１
０
０
年
を
祝
う
「
永
瀬
清
子
生

誕
１
０
０
年
記
念
の
会
」
と
し
て
実
施
し

ま
し
た
。
旧
熊
山
町
時
代
に
主
催
し
た
朗

読
会
で
、
小
野
澤
篤
さ
ん
が
作
曲
し
、
沢

田
知
可
子
さ
ん
が
歌
っ
た
「
美
し
い
国
」

を
女
声
合
唱
曲
に
編
曲
し
、
生
誕
１
０
０

年
に
ち
な
み
市
民
１
０
０
人
で
合
唱
し

ま
し
た
。

　
こ
の
会
を
き
っ
か
け
に
、
永
瀬
清
子
の

詩
を
歌
っ
た
り
、
朗
読
し
た
り
す
る
楽
し

さ
が
知
ら
れ
、
市
民
団
体
の
活
動
の
輪
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

＼＼ 今、永瀬清子 がアツい！皆さんの活躍につ いて紹介します！ ／／

皆
さ
ん
の
活
動
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た

生
誕
１
０
０
年
記
念
の
会
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＼＼ 私たちも永瀬清子を慕 い、活動を行っています！ ／／

　平成５年に産声をあげ、現在は20人で活動しています。
昨年には、30周年を記念して演奏会を開催しました。
　「永瀬清子生誕100年記念の会」の参加をきっかけに、
市主催の朗読会、国民文化祭の現代詩大会、赤坂公民館
まつりなどで永瀬清子の詩を歌っています。
　今年度の「永瀬清子の詩の世界」では、高原景介さんの
作編曲による混声合唱組曲「美しい三人の姉妹」を歌いま
す。岡山県の三大河川を三姉妹にたとえたこの曲は私た
ちにとって大切な曲です。混声合唱で力強い男声の響き
をお楽しみください。

赤坂グリーンヒルズ
代表　政田 町子さん

　平成15年の熊山町町制50年を記念して結成し、
活動が始まりました。
　平成17年に赤磐市が誕生し、「永瀬清子生誕100
年記念の会」で、沢田知可子さんの歌う永瀬清子の
詩「美しい国」を市民100人で合唱する企画に出演
しました。以来、市主催の朗読会や国民文化祭の現
代詩大会にも参加し、永瀬さんの詩を歌っています。
　詩の意味を理解して表現するのは難しいですが、
歌っていると永瀬さんを身近に感じられるようにな
りました。

　永瀬清子の詩「花の道にて」か
ら名前を取った布絵を作成するグ
ループです。赤磐市誕生以来、永
瀬清子の詩を題材にした作品や
市の魅力を伝えられるような作品
を作ってきました。
　「永瀬清子生誕110年記念の
会」では、永瀬清子の誕生のエピ
ソードが書かれた詩「元日」を題
材に、永瀬清子の暮らしを布絵に
しました。家族団らんの楽しそうな
様子、チュールレースを使って色
味を考えた初日の出などを表現し
ました。
　メンバーは、それぞれの得意分
野を活かして楽しみながら作って
います。

　子育て真っ最中の母親を中心
に平成６年に結成しました。ポレポ
レとは、スワヒリ語で「ゆっくりゆっ
くり」という意味です。「コーラス
も子育てもゆっくり、マイペースで
やっていきたい」との思いで命名
され、30年が経ちました。
　私たちは、「永瀬清子生誕100
年記念の会」や国民文化祭の現
代詩大会、永瀬清子生家保存会
主催の「紅梅忌」など、機会のある
たびに永瀬清子の詩を歌ってきま
した。
　永瀬さんは、女性の権利や地位
向上について訴える先駆けのよう
な人で、その生き方や発想に惹か
れます。

　広報紙で市民出演者の募集を
見たことをきっかけに、永瀬さんの
詩を読んでみたいと思いました。
　今年度の「永瀬清子の詩の世
界」で読む詩を決めようと、いくつ
か候補を挙げていきながら随分
迷いましたが、私にとって永瀬さ
んの言いたいことが分かるような、
心に引っかかるものがある詩「唇
の釘」を読むことにしました。朗読
するにあたり、詩の背景を知りた
いと思い、そのエピソードが書か
れた随筆も読んでいるところです。
　当日は、永瀬さんの気持ちを
伝えられるように朗読できればと
思っています。

コーラスグループスイートピーの皆さん

プリマベーラ赤坂
代表　角南 玖美枝さん

コーラスグループポレポレ
事務局　国正 恵美子さん

今年度市民朗読出演者
柳瀬 美智子さん

結成当時からのメンバー（左から）結成当時からのメンバー（左から）
前列…實盛 保子さん、青木 晴美さん、池田 芳美さん前列…實盛 保子さん、青木 晴美さん、池田 芳美さん
後列…佐藤  誠さん、小野田 幸子さん後列…佐藤  誠さん、小野田 幸子さん
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＼＼ 今、永瀬清子 がアツい！今後の活動を紹介！一緒に盛り上げませんか？ ／／

■日時／２月8日㈯ 午後１時30分～４時 （開場：午後１時）
■場所／くまやまふれあいセンター
■内容
• 市民による永瀬清子詩の朗読と合唱
•「第22回永瀬清子賞」表彰式
•「第22回永瀬清子賞」優秀賞受賞作品朗読
• 尾形明子氏講演会  ※講演会の部分のみ後日配信をします。
■参加費／無料
■申込期限／１月21日㈫ （先着順、定員350人）
■申込方法／電話・FAX・電子申請のいずれかでお申し込みください。
• ☎９９５-１３６０ 〈平日（月～金）の午前９時～午後５時〉
　※12月28日㈯～1月5日㈰を除く
• FAX ９９５-２８０１
• 電子申請…QRコードから　　　　　　　　　　
■問い合わせ先／教育委員会熊山分室 ☎995-1360

■日時／1月10日㈮～３月30日㈰ 午前９時～午後５時 （月曜休室）
■場所／永瀬清子展示室（くまやまふれあいセンター２階）
■入場料／無料　　■問い合わせ先／教育委員会熊山分室 ☎995-1360

〈講師〉 尾形 明子さん
　（日本近代文学研究者、文芸評論家）

　最晩年の永瀬清子との交流や
戦前の永瀬清子と女性文学者と
の交流について紹介します。

■日時／２月9日㈰
• 午前の部：午前11時開演 （開場：午前10時30分）
• 午後の部：午後3時開演 （開場：午後2時30分）
■場所／岡山芸術創造劇場ハレノワ小劇場
　　　　（岡山市北区表町3丁目11-50）
■内容／�「現代詩の母」 永瀬清子没後30年　

記念公演
■参加費／2,000円（全席自由）
■問い合わせ・申し込み先
• 白萩の会（代表：竹入） ☎090-7894-3657

■日時／２月16日㈰ 午前9時30分～午後４時 
　　　　（受付：午前9時）
■場所／詩人永瀬清子生家 「清子の家」
　　　　（松木691番地）
■内容
• 午前：墓参、朗読会、展示など
• 午後：「第7回永瀬清子現代詩賞」 表彰式、交流会
■参加費／無料
■問い合わせ・申し込み先
• NPO法人永瀬清子生家保存会 ☎070-3783-0217

第26回朗読会 「永瀬清子の詩の世界」 参加者募集

第26回朗読会 「永瀬清子の詩の世界」 関連企画展

長谷川時雨と深尾須磨子―永瀬清子が敬愛した女性文学者

朗読劇・永瀬清子物語Ⅷ

「ラビリンスの旅人」
第６回紅梅忌

白萩の会 NPO法人 永瀬清子生家保存会
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市役所本庁舎（Ⅱ期エリア）の
改修工事が間もなく完了します
　令和４年度から実施している「市役所本庁舎等改修工事」は、本庁舎（Ⅱ期
エリア）の工事が間もなく完了し、移転する部署の業務を１月１４日㈫から再開
します。
　中央公民館・山陽保健センターエリアの工事は、引き続き実施します。
　工事中、皆さんにはご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
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赤坂支所

熊山支所

中央公民館・
山陽保健センター

東庁舎

◇現在、仮移転中の部署
•1階／中央公民館
•2階／教育総務課

学校教育課
社会教育課
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高陽中

山陽小

山陽産業会館 中央図書館

赤坂支所

熊山支所

中央公民館・
山陽保健センター

◇現在、仮移転中の部署
•上下水道課
•�農林課
•�農業委員会事務局
•�就農等支援センター
•�商工観光課
•産業支援センター
•地域整備推進室
•建設課

赤 坂 支 所

◎交通規制
　市役所本庁舎等改修工事（Ⅱ期エリア）の完了に伴い、本庁舎駐車場内の通行規制を解除して
います。引き続き工事を実施する中央公民館・山陽保健センターエリアでは、通行・駐車ができ
ないところがありますので、ご注意ください。

山
陽
郷
土

資
料
館

山陽小学校

　　市役所本庁舎 中央公民館

庄徳庵

ガスバルク

P

山
陽
産
業
会
館

××
車両通行不可車両通行不可

××
車両通行不可車両通行不可

××

P

現　場
事務所

山陽保健
センター ××

P
P

P

▼
夜間窓口

南出入口
▲ ▲

▶西玄関

正面玄関

駐車不可

通行不可

駐
車
場
利
用・通
行
不
可

駐
車
場
利
用・通
行
不
可

（
歩
行
者・自
転
車
含
む
）

（
歩
行
者・自
転
車
含
む
）

工事仮囲い

市役所本庁舎

◇現在、業務中の部署
•１階／くらし安全課（消費生活センター）、市民課、税務課、会計課、環境課、協働推進課
•２階／総務課（選挙管理委員会事務局）、コンプライアンス推進室、秘書広報課、政策推進課、管財課、財政課
•３階／監査事務局、議会事務局

◇業務開始日：１月１４日㈫〜
•１階／社会福祉課、子育て支援課、健康増進課、あすてらす（くらし・しごと応援センター）、

りんくステーション（子ども・障がい者相談支援センター）、こども家庭センター、
介護保険課、地域包括支援センター

◎１月１４日以降の配置

本庁舎・東庁舎
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●問い合わせ先／管財課�☎955-1539

移転先 階 移転中の部署 所在地

東庁舎
１階 中央公民館

上市108-1
２階 教育総務課、学校教育課、社会教育課

赤坂支所
１階 上下水道課

町苅田516
２階 農林課（農業委員会事務局、就農等支援センター）、

商工観光課（産業支援センター）、地域整備推進室、建設課

◎１月１４日以降も仮移転を継続する部署

健康増進課健康増進課

健康増進課
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9

9

8

8

7

7

2F

1F

3F

キッズスペース

キッズスペース

あすてらす
（くらし・しごと応援センター）
りんくステーション
（子ども・障がい者相談支援センター）
こども家庭センター

市民コーナー

★

★

★

正

改修工事の様子は、赤磐市公式YouTubeチャンネルで公開中！
（下記QRコードまたは赤磐市公式チャンネルで検索）

赤磐市公式チャンネル

Vol.1 Vol.2 Vol.3

健康増進課健康増進課

健康増進課

10

10

9

9

8

8

7

7

2F

1F

3F

キッズスペース

キッズスペース

あすてらす
（くらし・しごと応援センター）
りんくステーション
（子ども・障がい者相談支援センター）
こども家庭センター

市民コーナー

★

★

★

正

健康増進課健康増進課

健康増進課

10

10

9

9

8

8

7

7

2F

1F

3F

キッズスペース

キッズスペース

あすてらす
（くらし・しごと応援センター）
りんくステーション
（子ども・障がい者相談支援センター）
こども家庭センター

市民コーナー

★

★

★

正

赤磐市役所本庁舎ご案内

工事の完了が
待ち遠しいなぁ…
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＜e-Tax申告のメリット＞
⃝会場に行かなくても、自宅からいつでも申告できる　    ⃝還付金の振り込みが早い
⃝画面の案内に従って入力するだけで自動計算が可能　　⃝一部の添付書類は省略可能
⃝申告済みデータは端末（スマホやパソコン）に保存でき、いつでも申告内容が確認できる

所得税・市県民税などの申告について
令和６年分所得税および復興特別所得税、令和７年度市県民税（住民税）の申告時期が近づきました。
申告が必要な人は、早めに書類などの準備を始めましょう。

申告期間　　　　　　　　２月17日㈪〜３月17日㈪ 

◎令和6年分確定申告・市県民税申告の会場が一部変更になります
　主に山陽地域の申告会場と日程が、昨年度とは変更となっています。ご確認ください。

＜会場が変更となる対象地域＞ ※都合の悪い人は、他の会場にお越しください。

地域 地　　　　区 今年度の申告会場

山陽 馬屋・和田・岩田・穂崎・長尾・立川・河本・下市・熊崎・南方・斎富・沼田・中島・日古木・二井・
高屋・上市・正崎・五日市・尾谷・津崎・神田・鴨前・西中・下仁保・上仁保・斗有・山陽１～７丁目

本　庁
（２階大会議室）

　各会場の対象地区は、会場の混雑緩和のために設定しています。なるべく指定の日程・会場の利用にご協力ください。

＜��所得税および復興特別所得税申告＞
⃝申告書や手引きなどは税務署や国税庁ホームページなどでお求めください。
　※�確定申告書は国税庁ホームページ「確定申告等作成コーナー」からパソコンやスマートフォンでも作成できます。
⃝�郵送で提出する場合は「広島国税局業務センター岡山西分室」へ直接お送りください。
　郵送先：〒700-8681 岡山市北区伊福町4丁目5番38号
⃝所得税の還付に関する申告書は、１月から税務署へe-Taxなどで提出ができます。

＜�市民税・県民税申告（兼国民健康保険税申告）＞
⃝�申告書や手引きなどは１月中旬から本庁税務課、各支所市民生活課でお受け取りください。
　※�令和６年中に令和６年度分の申告をした人には、申告期間までに市から申告書や手引きなどをお送りします。
⃝作成した申告書は、必要書類を添えて本庁税務課または各支所市民生活課へご提出ください（郵送可）。
⃝��所得税の確定申告をする人は市県民税の申告は必要ありません。

㉄税務課市民税班 ☎９５５-０９５１

申告書の作成・提出について

＜確定申告会場の開設日程＞
⃝申告会場／瀬戸税務署（岡山市東区瀬戸町瀬戸70番地）、ママカリフォーラム（岡山市北区駅元町14番１号）
⃝開設期間／�２月17日㈪〜３月17日㈪　⃝受付時間／午前８時30分〜午後４時（相談時間は午前９時〜午後５時）
※原則、ご自身のスマホを利用しての確定申告書などの作成となります。
※土・日・祝日は申告相談などの受付を行いませんが、３月２日㈰に限り、ママカリフォーラムで申告相談を行います。
※混雑緩和のため、会場への入場には時間枠が指定された「入場整理券」（当日午前8時３０分から配付、枚数限りあり）が必要です。
※入場整理券は、LINEアプリで国税庁公式アカウントを友だち追加することで、オンラインで事前発行することができます。

＜書面で確定申告書の提出をお考えの人へ＞
　令和７年1月から申告書などの控えに収受日付印の押なつを行いません。申告日・申告内容の確認には申請手続が必
要です（一部有料）。e-Tax申告なら送信日時や申告内容を確認できます。便利なe-Tax申告をぜひご利用ください。

㉄瀬戸税務署 ☎０８６-９５２-１１５５（瀬戸税務署代表）
　▶︎音声ガイダンスに従って、一般的な相談や申告書などの発送については「０番」を選択してください。

瀬戸税務署からのご案内

スマホとマイナポータル連携でさらに便利に！
確定申告はパソコンやスマホによる申告がオススメです！
今年の確定申告はスマホ（PC）申告にチャレンジしましょう。

国税庁
確定申告等
作成コーナー

国税庁
ホームページ

市が開設する申告相談
会場の追加情報は、市
ホームページおよび広
報あかいわ２月号でお
知らせします。
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社会保険料控除の対象金額を確認しましょう
令和6年中に支払った国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料は、確定申告や
市県民税申告の社会保険料控除の対象となります。支払金額の確認方法は次のとおりです。

〇�特別徴収（年金天引き）の人
　�令和6年２月～１２月の天引き分の合計金額になります。令和7年１月に年金保険者から送付

される「公的年金等の源泉徴収票」に「社会保険料の金額」として記載されています。
〇�普通徴収（納付書または口座振替の方法で納付）の人
　�納付書で支払った領収書（令和6年中の領収印のあるもの）と令和6年中に口座振替された額の合計金額になり

ます。

�　令和6年中（令和6年１月１日から１２月３１日まで）に支払った各保険税（料）の納付済額通知書が１月末までに送
付されますので、申告の際にご利用ください。

納付済額通知書の記載内容 備　　　　考

国民健康保険税 納付額の全て（特別徴収分を含む）

介護保険料 納付通知書または口座振替により納付した
保険料額（普通徴収分のみ） 納付額の全てを記載したものが必要な人は、

１月中旬以降に本庁または各支所担当課へ
お問い合わせください。後期高齢者医療保険料 口座振替により納付した保険料額

※�特別徴収分と普通徴収分の両方の納付方法がある人は、それぞれの金額の合計額を申告してください。
※特別徴収の場合は、その年金の受給者本人のみに社会保険料控除が適用されます。
※納付した保険税（料）が市から還付（返金）されている場合は、還付分を差し引いた額で申告する必要があります。
※�納付額が不明の場合は、市役所の各窓口で確認できますが、本人確認のために住所・生年月日などをお伺いしますのであらかじめ
ご了承ください。

㉄国民健康保険税…………税 務 課 市 民 税 班 ☎９５５-０９５１、各支所市民生活課市民生活班
　介 護 保 険 料…………介護保険課介護保険班 ☎９５５-１１１６、各支所市民生活課健康福祉班
　後期高齢者医療保険料…市 民 課 国 保 年 金 班 ☎９５５-1１１３、各支所市民生活課市民生活班

納付済額通知書の送付について

障害者控除対象者認定書・おむつ使用証明書の交付
〇�障害者控除対象者認定書の交付について
　�身体障害者手帳などの交付を受けていなくても令和6年12月31日時点（年の途中

で亡くなられた場合は、死亡時点）で要介護３・４・５の認定を受けている人は、確定
申告で障害者控除の対象となります。障害者控除の対象の人で、認定書が必要な
場合は、介護保険課または各支所市民生活課に申請してください。（※65歳未満の
人は対象となりません）

〇�おむつ使用証明書の交付について
　�おむつ代の医療費控除に必要な「おむつ使用証明書」は、次の全ての要件を満たしていれば、医療機関に代

わって市が証明書を発行することができます。希望する人は、介護保険課または各支所市民生活課に申請して
ください。

＜要 件＞
⃝�介護保険の要介護認定者で、前年から引き続きおむつが必要な状態が継続している。
⃝�介護保険法に基づく主治医意見書の記載内容が一定の要件（寝たきり状態であることおよび尿失禁があるこ

と）を満たしている。

　�令和６年確定申告分から初めておむつ代の医療費控除を受ける人もおむつ使用証明書の交付ができるように
なりました。

㉄介護保険課介護保険班 ☎９５５-１１１６、各支所市民生活課健康福祉班
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両
宮
山
古
墳
で
は
平
成
29
年

度
か
ら
墳
丘
裾
の
崩
落
を
防
ぐ

保
存
整
備
工
事
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
工
事
が
完
了
す
る
こ

と
を
記
念
し
て
、
工
事
現
場
見

学
会
を
開
催

し
ま
す
。
日

本
遺
産
構
成

文
化
財
で
あ

る
古
墳
の
保

存
工
事
内
容

に
つ
い
て
担

当
者
が
説
明
し
ま
す
。

■ 

日
時
／
１
月
18
日
㈯ 

午
前
10

時
〜
11
時
（
※
少
雨
決
行
）

■ 

集
合
場
所
／
備
前
国
分
寺
跡

（
馬
屋
・
山
陽
児
童
館
す
ぐ
西
）

■ 

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）

■ 

参
加
費
／
無
料

※ 

足
元
が
悪
い
の
で
、
汚
れ
て
も
よ

い
靴
な
ど
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■ 

申
込
期
限
／
１
月
14
日
㈫

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
財
班

■ 

開
催
日
／
２
月
16
日
㈰

■ 

コ
ー
ス
／
城
南
小
学
校
発
着

（
５
区
間
）

■ 

部
門
／
①
小
学
校
３
年
生
以
下

の
部
（
男
女
混
成
可
）
②
小
学
校

４
年
生
以
上
男
子
の
部
③
小
学
校

４
年
生
以
上
女
子
の
部
④
一
般
男

子
の
部
（
中
学
生
以
上
）
⑤
一
般

女
子
の
部
（
中
学
生
以
上
）

■ 
チ
ー
ム
編
成
／
１
チ
ー
ム
７
人

以
内
（
選
手
５
人
、
控
え
２
人

以
内
）、
市
内
在
住
・
在
勤
者

が
走
者
に
含
ま
れ
る
こ
と

■ 

定
員
／
50
チ
ー
ム
（
先
着
順
）

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

申
込
方
法
／
吉
井
公
民
館
・

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
・

赤
坂
公
民
館
・
熊
山
公
民
館

へ
申
込
書
を
提
出

■ 

申
込
期
限
／
１
月
20
日
㈪ 

午

募
　
　
集

後
５
時
（
原
本
必
着
）

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
吉
井
公
民
館

　
「
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
し
た

い
」、「
時
短
で
作
り
た
い
」
な
ど
、

離
乳
食
が
進
む
に
つ
れ
て
増
え

る
お
悩
み
に
、
調
理
や
試
食
を

通
し
て
お
答
え
し
ま
す
。

■ 

日
時
／
２
月
20
日
㈭ 

午
前
10

時
〜
正
午
（
受
付
：
午
前
９

時
30
分
〜
）

■ 
場
所
／
桜
が
丘
い
き
い
き
交

流
セ
ン
タ
ー 

調
理
室

■ 

対
象
／
離
乳
食
が
２
回
食
・
３

回
食
に
進
ん
で
い
る
市
内
在
住

の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

（
目
安
：
７
〜
11
カ
月
ご
ろ
）

■  

定
員
／
８
組
（
先
着
順
）

■  

参
加
費
／
無
料

■  

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
ふ
き
タ
オ
ル
、
お
子

さ
ん
の
食
事
に
必
要
な
物

■  

託
児
／
あ
り

■  

申
込
期
限
／
２
月
13
日
㈭

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
健
康

増
進
課

　

消
防
本
部
・
消
防
署
で
は
、

定
期
的
に
救
急
講
習
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

■ 

日
時
／
１
月
26
日
㈰ 

午
前
９

時
〜
正
午

■ 

場
所
／
消
防
本
部 

会
議
室

■ 

対
象
／
一
般

■  

定
員
／
10
人
程
度

■  

参
加
費
／
無
料

■  

申
込
期
限
／
１
月
15
日
㈬

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
消
防

本
部
警
防
課
救
急
係

日
本
遺
産「
史
跡
両
宮
山
古
墳
」

工
事
現
場
見
学
会
参
加
者
募
集

�情報ボックス内でお知らせする市役所関係の
電話番号は下記のとおりです。（市外局番086）

■本庁代表………………………☎955-1111
▷秘書広報課………………… ☎955-4770
▷政策推進課政策企画班………☎955-2692
▷赤磐市選挙管理委員会………☎955-4782
▷くらし安全課…………………☎955-2650
▷市民課市民サービス班………☎955-1112
▷市民課国保年金班……………☎955-1113
▷環境課…………………………☎955-5347
▷社会福祉課福祉推進班………☎955-1115
▷子育て支援課…………………☎955-2635
▷健康増進課……………………☎955-1117
▷農林課…………………………☎955-6174
▷上下水道課管理班……………☎955-2743
■赤坂支所代表…………………☎957-2222
■熊山支所代表…………………☎995-1211
■吉井支所代表…………………☎954-1111
■教育委員会

▷教育総務課……………………☎955-6807
▷社会教育課人権社会教育班…☎955-0783
▷社会教育課文化財班…………☎955-0710
▷吉井公民館……………………☎954-1379
■消防本部………………………☎955-2244
▷警防課救急係…………………☎955-2254
※防災行政無線放送聞き直し
　（自動応答装置）……………☎955-1390

 〈市広報ラジオ番組〉
レディオモモ  FM79.0ＭＨｚ
▶「元気です。あかいわ」
　毎月第1・3金曜日
　午前8時30分～ 約5分間

�※仮移転後も電話番号の変更はありません。

離
乳
食
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
教
室

参
加
者
募
集

第
25
回
吉
井
つ
ち
の
こ
駅
伝
大
会

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

救
命
処
置
の
知
識
と
技
術
を
！

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、8ページの電話番号一覧をご覧ください。

＼ I N F O R M A T I O N  &  C O L U M N ／

情 報 ボ ッ ク ス
●このコーナーでは、暮らしに役立つ情報やコラムを掲載しています。
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・ 

介
護
士
…
介
護
福
祉
士
ま
た

は
介
護
職
員
初
任
者
研
修
課

程
修
了
者
な
ど

・ 

看
護
師
…
看
護
師
ま
た
は
准

看
護
師

・ 

事
務
職
員
…
資
格
は
問
い
ま

せ
ん

■ 

申
込
方
法
／
所
定
の
申
込
用

紙
に
資
格
免
許
証
の
写
し
を

添
え
て
提
出

■ 

申
込
期
限
／
１
月
17
日
㈮

■ 

試
験
内
容
／
書
類
審
査
、面
接

試
験

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
吉
井
川
荘

　
☎
０
８
６
８（
６
２
）１
２
７
７

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
願
い
、健
全
育
成
の
一
層
の

推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
青

少
年
健
全
育
成
推
進
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

■ 

日
時
／
２
月
１
日
㈯ 

午
後
１

時
〜
３
時
30
分

　
「
避
難
訓
練
を
見
直
そ
う
：
み

ん
な
で
助
か
る
た
め
に
」
と
題

し
、災
害
時
の
避
難
対
策
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

■ 

日
時
／
２
月
２
日
㈰ 
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

■ 

場
所
／
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー 

多
目
的
ホ
ー
ル

■ 

講
師
／ 

矢
守 

克
也
（
京
都
大

学 

危
機
管
理
教
育
研
究
所 

副

所
長
）

■ 

定
員
／
80
人
（
先
着
順
）

■ 

申
込
方
法
／
電
話
、

郵
送
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

■ 

問
い
合
わ
せ・申
し

込
み
先

・ 

岡
山
県
備
前
県
民
局
地
域
政
策
部

地
域
づ
く
り
推
進
課

　
☎
０
８
６（
２
３
３
）９
８
０
３

　

身
近
な
地
域
で
の
支
え
合
い

の
活
動
を
通
じ
て
、地
域
が
抱
え

る
課
題
や
つ
な
が
り
の
大
切
さ

に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考
え
、
地

域
に
支
え
合
い
の
輪
を
広
げ
ま

し
ょ
う
。

■ 

日
時
／
１
月
25
日
㈯ 

午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
（
受
付
：

午
後
１
時
〜
）

■ 

場
所
／
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■ 

講
師
／
酒
井 

保
（
ご
近
所
福

祉
ク
リ
エ
ー
タ
ー
）

■ 

内
容

・ 

基
調
講
演
「
活
き
・
生
き
・
元

気
な
地
域
（
ま
ち
）
づ
く
り

〝
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〞」

・ 

市
内
２
団
体
に
よ
る
実
践
発
表

■ 
対
象
／
地
域
づ
く
り
に
関
わ
っ

て
い
る
人
、
関
心
の
あ
る
人

■ 
定
員
／
１
５
０
人

■ 

参
加
費
／
無
料

■  

申
込
期
限
／
１
月
17
日
㈮

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・ 

赤
磐
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
地
域
福
祉
課

　
☎（
９
５
５
）８
８
７
７

　

柵
原
吉
井
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
組
合
で
は
会
計
年
度
任
用

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■ 

職
種
お
よ
び
採
用
人
員

・ 

介
護
士
…
10
人
程
度

・ 

看
護
師
…
１
人

・ 

事
務
職
員
…
１
人

■ 

受
験
資
格

備
前
局
防
災
講
演
会 

in 

赤
磐
市

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

～
広
げ
よ
う
、支
え
合
い
の
輪
～

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、12ページの電話番号一覧をご覧ください。

お
知
ら
せ

令
和
７
年
度
採
用 

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
吉
井
川
荘
職
員
募
集

「
子
ど
も
は
赤
磐
の
宝
」

赤
磐
市
青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会

市は、３月７日に市制20周年を迎えます。
この節目の年を、市民の皆さんと心を一つにして
祝うとともに、全国にＰＲするための情報発信

ツールとして「ロゴマーク」のデザインを募集します。

デザインテーマ
　�自然の豊かさやみずみずしい果物、地域の文化と
伝統が融合した赤磐市のイメージにふさわしい
デザインとし、20周年と分かるように「20」や
「20th」などをデザインに取り入れてください。

応募期限
　１月31日㈮

応募規定・応募方法
　�プロ、アマチュア、市内・市外在住は問いません。
１人１点までの応募とします。提出は、持参、郵送、
メールにより送付ください。
　※詳しくは市ホームページをご確認ください。

賞・賞品
　�最優秀賞１点（市特産品１万円相当）。参加者全員
に参加賞をお渡しします。

市制20周年記念

ロゴマーク
デザイン募集
問政策推進課政策企画班

Akaiwa Logomark Design

広報あかいわ（令和7年 1月号）13



■ 

場
所
／
桜
が
丘
い
き
い
き
交

流
セ
ン
タ
ー 

大
ホ
ー
ル

■ 

内
容

・ 
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」作
文

の
表
彰
と
発
表

・ 

弁
論
発
表

・ 

高
陽
中
学
校
盆
踊
り
復
活
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
実
績
発
表

・ 

記
念
講
演「
今
の
高
校
生
に
つ

い
て
（
仮
）」

　

 〈
講
師
〉
笹
埜 

圭
亮
（
岡
山
県

立
瀬
戸
高
等
学
校 

校
長
）

■ 

対
象
／
一
般
、青
少
年
健
全
育

成
関
係
者

■ 

定
員
／
２
０
０
人

■ 

参
加
費
／
無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
人
権
社
会
教
育
班

　
令
和
７
年
度
に
赤
磐
市
立
小
・

中
学
校
へ
入
学
す
る
お
子
さ
ん

が
い
る
ご
家
庭
に
は
、１
月
下
旬

に
教
育
委
員
会
か
ら「（
就
学
）入

学
通
知
書
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
学
校
へ

入
学
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、次

の
場
合
は
お
早
め
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

・ 

通
知
書
が
１
月
末
日
ま
で
に

届
か
な
い
と
き（
通
知
書
は
市

内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
な

い
と
届
き
ま
せ
ん
）

・ 

通
知
書
の
内
容
に
誤
り
が
あ

る
と
き

・ 

国
立
・
県
立
・
私
立
の
学
校
へ

就
学
さ
れ
る
と
き（
こ
の
場
合

も
必
ず
教
育
委
員
会
へ
届
け

出
て
く
だ
さ
い
）

・ 

通
知
書
を
受
け
取
っ
た
後
に
、

転
出
ま
た
は
転
居
す
る
と
き

　
ま
た
、
特
別
な
事
情
で
、
指
定

さ
れ
た
学
校
へ
の
就
学
が
困
難

な
と
き
は
、お
早
め
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
教
育
委
員

会
教
育
総
務
課

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
来
庁
が

困
難
な
人
の
た
め
に
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に

受
け
取
り
を
お
願
い
し
ま
す
。受

取
期
限
が
過
ぎ
た
は
が
き
を
お

持
ち
で
も
受
け
取
り
で
き
ま
す
。

　
な
お
、当
日
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
以
外
の
業
務
は
行

い
ま
せ
ん
。

れ
た
仕
組
み
で
す
。

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
学
生

や
農
林
漁
業
者
、自
営
業
者
ま
た

は
無
職
の
人
な
ど（
国
民
年
金
第

１
号
被
保
険
者
）は
加
入
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

20
歳
に
な
る
と
日
本
年
金
機
構

か
ら「
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら

せ
」が
届
き
ま
す
。
年
金
制
度
の

ご
案
内
に
つ
い
て
は
、日
本
年
金

機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
に
関
す
る
ご
相
談
・

手
続
き
に
つ
い
て
は
、年
金
事
務

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、8ページの電話番号一覧をご覧ください。

＼ I N F O R M A T I O N  &  C O L U M N ／

情 報 ボ ッ ク ス
●このコーナーでは、暮らしに役立つ情報やコラムを掲載しています。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の

休
日
臨
時
窓
口
を
開
設
し
ま
す

■ 

日
時
／
１
月
26
日
㈰ 

午
前
９

時
〜
正
午

■ 

場
所
／
本
庁
市
民
課
窓
口

■ 
必
要
な
も
の
／
①
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証
明
書
発

行
通
知
書
兼
照
会
書
（
は
が

き
）、
②
通
知
カ
ー
ド
、
③
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
ま
た
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
お
持

ち
の
人
の
み
）、
④
本
人
確
認

書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
写
真

付
き
の
も
の
１
点
、ま
た
は
健

康
保
険
証
な
ど
２
点
）

※ 

そ
の
他
詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※ 

代
理
受
領
は
で
き

ま
せ
ん
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
市
民
課
市

民
サ
ー
ビ
ス
班

　
国
民
年
金
は
、
老
後
や
、
病
気

や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

に
、働
い
て
い
る
世
代
み
ん
な
で

支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　令和６年10月から実施している高齢者のインフ
ルエンザ・新型コロナワクチン定期接種は１月31
日で終了します。接種希望の人は早めの接種をお
願いします。ワクチン接種は強制ではありません。
本人の意思に基づいて判断してください。

■�接種期限／１月31日㈮
■�実施医療機関／けんしんガイドや広報あかいわ
10月号、市ホームページをご確認ください。

※�予約が必要な場合がありますので、事前に医療機
関にお問い合わせください。
■�自己負担額
• インフルエンザワクチン…１,８５０円
• 新型コロナワクチン…２,５００円
■�対象／市内に住所があり、次のいずれかに該当する人
①�接種当日に65歳以上の人
②�接種当日に60～64歳で心臓、腎臓もしくは呼
吸器機能、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機
能に障害のある人（身体障害者手帳１級程度）

※市からの接種券・案内は送付していません。
■�問い合わせ先
• 健康増進課

高齢者のインフルエンザ・高齢者のインフルエンザ・
新型コロナワクチン定期接種新型コロナワクチン定期接種

終了のご案内終了のご案内

新型コロナ
ワクチン

インフルエンザ
ワクチン

小・中
学
校
へ
の
就
学
の
ご
案
内

広報あかいわ（令和7年 1月号）14



所
ま
た
は
市
役
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 
問
い
合
わ
せ
先

・
岡
山
東
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
６（
２
７
０
）７
９
２
５

・
市
民
課
国
保
年
金
班

　
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、募
集
対

象
者
に
市
か
ら
自
衛
官
募
集
案

内
の
送
付
を
行
い
ま
す
。自
衛
隊

か
ら
の
案
内
通
知
を
希
望
し
な

い
人
は
、
本
人
、
親
権
者
な
ど
が
、

「
除
外
申
請
」
の
手
続
き
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、案
内
送
付
者
の
情

報
か
ら
除
外
し
ま
す
。申
請
用
紙

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
自
衛
隊
は
、

全
国
で
７
０
０
を
超
え
る
市
町

村
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
業

務
で
あ
り
、本
事
業
は
赤
磐
市
独

自
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■ 

対
象
／
令
和
７
年
度
に
18
歳

に
な
る
人
〈
平
成
19
（
２
０
０

７
）
年
４
月
２
日
〜
平
成
20

（
２
０
０
８
）
年
４
月
１
日
〉

■ 

申
請
期
間
／
１
月
６
日
㈪
〜

３
月
28
日
㈮

■ 

提
出
書
類

〈
対
象
者
本
人
が
申
請
す
る
場
合
〉

・ 

除
外
申
請
書

・ 

対
象
者
本
人
の
本
人
確
認
証

〈
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
〉

・ 

除
外
申
請
書

・ 

委
任
状

・ 

対
象
者
本
人
の
本
人
確
認
証

（
写
し
）

・ 

代
理
人
本
人
の
本
人
確
認
証

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
く
ら
し
安

全
課

　
農
林
水
産
省
は
、
２
月
１
日
を

基
準
日
と
し
て
、「
２
０
２
５
年

農
林
業
セ
ン
サ
ス
」を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
国
の
農
林

業
・
農
山
村
地
域
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
最
も
基
本
的
な
調
査

で
す
。

　

１
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
農

林
業
関
係
者
の
皆
さ
ん
を
訪
問

し
ま
す
の
で
、調
査
へ
の
ご
協
力

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、12ページの電話番号一覧をご覧ください。

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、調
査
票
に
記
入
さ
れ
た

事
項
に
つ
い
て
は
、統
計
以
外
の

目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、安
心
し
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
政
策
推
進

課
政
策
企
画
班

　

経
営
所
得
安
定
対
策
等
事
業

の
う
ち
、畑
地
化
促
進
事
業
（
水

田
を
畑
地
化
し
、高
収
益
作
物
や

畑
作
物
の
定
着
な
ど
を
図
る
取

り
組
み
）、
コ
メ
新
市
場
開
拓
等

促
進
事
業（
実
需
者
と
の
結
び
付

き
の
も
と
で
、対
象
作
物
の
低
コ

ス
ト
生
産
な
ど
に
取
り
組
む
生

産
者
の
支
援
）
は
、例
年
１
月
頃

に
来
年
度
の
要
望
調
査
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

来
年
度
に
確
実
に
事
業
実
施

さ
れ
る
か
は
未
定
で
す
が
、確
認

期
間
が
短
い
た
め
、来
年
度
の
事

業
要
望
が
あ
る
人
は
、１
月
15
日

㈬
ま
で
に
農
林
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
が

実
施
さ
れ
ま
す

自
衛
隊
か
ら
の
募
集
案
内
送
付
を

希
望
さ
れ
な
い
人
へ

令
和
７
年
度
畑
地
化
促
進
事
業
、

コ
メ
新
市
場
開
拓
等
促
進
事
業
の

要
望
確
認
の
ご
案
内

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
農
林
課

　
関
係
法
令
の
改
正
に
よ
り
、地

域
農
業
の
あ
り
方
や
担
っ
て
い

く
農
業
者
を
定
め
る
地
域
計
画

を
今
年
度
末
ま
で
に
策
定
し
ま

す
。
市
で
は
、地
域
計
画
の
検
討

に
あ
た
り
、地
域
計
画
協
議
会
を

設
置
し
、次
の
日
程
で
協
議
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、農
業
者
な
ど
の
一
般
の

人
も
参
加
可
能
で
す
。

■ 

日
時
／
１
月
22
日
㈬ 

午
後
２

時
〜

■ 

場
所
／
消
防
本
部 

３
階
大
会

議
室

■
問
い
合
わ
せ
先
／
農
林
課

　

宅
内
で
漏
水
が
あ
っ
た
場
合

に
早
期
発
見
で
き
る
よ
う
、定
期

的
に
水
道
メ
ー
タ
ー
の
確
認
を

漏
水
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

定
期
的
に
水
道
メ
ー
タ
ー
の
確
認
を

収集された
プラごみってどうなるの？
プラプラスの旅② 出荷編
　先月号では、環境センターでの
処理についてお知らせしました。
今月は、その後どのようにリサイ
クルされるのかをお伝えします。
　ベール状になったプラスチック
製容器包装は、トラックに乗って広島へ輸送されます。ペレ
ットという再資源化されたものになり、その後、樹脂のパ

レットや植木鉢、スーツケースの中身、車の
バンパーなどさまざまなものに生まれ変わっ
て私たちのもとに戻ってきます。
　「捨てればごみ、集めれば資源」となりま
す。適正なごみ分別にご協力をお願いします。

問い合わせ先／環境課

あかいわ

エコ通信

エコプラちゃん  ©ヒライユキオ

畑地化

コメ新市場

つっちー

地
域
計
画
協
議
会
の
開
催

広報あかいわ（令和7年 1月号）15



し
ま
し
ょ
う
。

■ 

漏
水
確
認
方
法

① 

水
道
の
蛇
口
を
全
て
閉
め
る
。

② 
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
水

道
メ
ー
タ
ー
に
あ
る
パ
イ
ロ

ッ
ト
（
銀
色
の
部
品
）
が
回
っ

て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

③ 

パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
る

場
合
は
漏
水
し
て
い
る
の
で
、

市
指
定
工
事
店
へ
修
理
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

市
指
定
工
事
店
／
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
く
ら

し・手
続
き
」
で
確

認
で
き
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
上
下
水
道

課
管
理
班

　
介
護
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
は
、高

齢
者
施
設
な
ど
で
介
護
の
補
助

的
な
仕
事
を
担
っ
て
い
た
だ
く

も
の
で
、働
き
な
が
ら
介
護
の
こ

と
を
学
ん
だ
り
、地
域
へ
の
貢
献

が
で
き
ま
す
。業
務
内
容
は
食
事

の
配
膳
・
片
付
け
、
清
掃
、
洗
濯

物
た
た
み
、
シ
ー
ツ
交
換
な
ど
。

例
え
ば
１
日
３
時
間
・
週
３
回
程

度
な
ど
勤
務
時
間
は
施
設
・
事
業

所
と
相
談
で
き
ま
す
。家
事
や
仕

事
経
験
を
生
か
し
て
、
福
祉
・
介

護
の
職
場
で
活
躍
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

福
祉
の
仕
事
を
お
探
し
の
人

は
、福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
電
話
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

•
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
岡
山
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
６（
２
２
６
）２
８
８
８

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
で
は
、育
児
を
応
援
し
て

ほ
し
い
人
と
育
児
を
応
援
し
た

い
人
と
が
会
員
登
録
し
、育
児
サ

ー
ビ
ス
を
行
う「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま

す
。

■ 

サ
ポ
ー
ト
内
容
／
子
ど
も
の

一
時
預
か
り
や
送
迎
、軽
度
の

病
児
保
育
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

〈
サ
ポ
ー
ト
会
員
〉

•  

資
格
…
市
内
在
住
で
、65
歳
ぐ

ら
い
ま
で
の
心
身
と
も
に
健

康
で
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、8ページの電話番号一覧をご覧ください。
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赤
磐
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

が
で
き
る
人

•   

登
録
料
…
千
円

〈
依
頼
会
員
〉

•   

資
格
…
12
歳
未
満
の
子
ど
も

を
扶
養
し
て
い
る
人

•   

登
録
料
…
千
円

■ 

利
用
料
／
１
時
間
７
０
０
円

な
ど

会
員
登
録
相
談
会

　
会
員
登
録
に
つ
い
て
、個
別
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■ 

日
時
／
１
月
28
日
㈫ 

午
前
９

時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

■ 

場
所
／
桜
が
丘
い
き
い
き
交

流
セ
ン
タ
ー 

講
座
室

■ 

問
い
合
わ
せ
先

• 

赤
磐
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
〈
㈵
赤
磐
子
ど

も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
内
〉

　
☎（
９
５
６
）３
７
０
０

　

24
時
間
３
６
５
日
悩
み
相
談

を
電
話
で
受
け
付
け
て
い
る「
岡

山
い
の
ち
の
電
話
」
で
は
、電
話

相
談
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。資

格
や
専
門
性
の
条
件
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

活
動
を
通
し
て
お
金
に
は
変

え
ら
れ
な
い
、人
間
関
係
や
自
身

の
成
長
、喜
び
を
も
ら
え
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。興
味
の
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■ 

日
時
／
１
月
19
日
㈰
、
２
月
16

日
㈰ 

午
後
２
時
30
分
〜
３
時

30
分

■ 

場
所
／
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び

（
岡
山
市
北
区
下
石
井
２-

６-

41
）

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

問
い
合
わ
せ
先

• 

岡
山
い
の
ち
の
電
話
協
会
事
務
局

　
☎
０
８
６（
２
４
５
）４
３
４
４

岡
山
県
警
察
１
１
０
番
統
一
標
語

「
１
１
０
番 

あ
わ
て
ず 

あ
せ
ら
ず 

落
ち
着
い
て
」

　
１
１
０
番
は
、「
市
民
の
皆
さ

ん
と
警
察
を
結
ぶ
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
と
し
て
、事
件
や
事
故
な
ど

の
早
期
解
決
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。事
件
や
事
故
に
遭
っ
て
お
困

り
の
と
き
、
目
撃
し
た
と
き
に

は
、
一
刻
も
早
い
「
１
１
０
番
」

通
報
を
お
願
い
し
ま

す
。
急
を
要
さ
な
い

困
り
ご
と
の
相
談
や

要
望
、意
見
は
、赤
磐

警
察
署
ま
た
は
警
察

電
話
相
談
員
募
集
説
明
会

赤
磐
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

あ
な
た
の
力
が
地
域
の
介
護
の
支
え
に

介
護
ア
シ
ス
タ
ン
ト
募
集
中

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。今
回
は
お
正
月
に
関
連
し
た

手
話
を
紹
介
し
ま
す
。

手
話
で
つ
な
が
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪

（
一
財
）全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
発
行

「
わ
た
し
た
ち
の
手
話 

学
習
辞
典
Ⅰ
」

㉄
社
会
福
祉
課
福
祉
推
進
班

横にした左手人差指の
下でつまんだ右手2指
を左から右へ動かす。

「書き初め」

両手人差指を左右
から引き寄せて上
下に置く。

「正月」

２指の掌を前に向け、
口から引き伸ばすよ
うに前へ出す。

「餅」

両手人差指を左右から引き
寄せて上下に置き、左手「コ」
形の下につけた右手「コ」形
を弧を描いて上にのせる。

「おせち料理」

広報あかいわ（令和7年 1月号）16



◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、12ページの電話番号一覧をご覧ください。

総
合
相
談
電
話
（
＃
９
１
１
０
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
誤

作
動
な
ど
に
よ
る
間
違
え
電
話

が
増
加
し
、緊
急
通
報
へ
の
対
応

に
支
障
が
生
じ
て
い
ま
す
。間
違

っ
て
１
１
０
番
通
報
し
て
も
電

話
は
切
ら
ず
、通
報
を
受
理
し
た

警
察
官
に
間
違
い
電
話
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

•
赤
磐
警
察
署

　
☎
０
８
６（
９
５
２
）０
１
１
０

　放課後児童クラブは就労などにより昼間に保護者がいない家庭の子どもたち
を預かり、放課後の居場所を提供しています。さまざまな学年の友達や指導員と
一緒に遊びを通じて充実した放課後を過ごしています。子どもたちの安全で楽し
い放課後のため、また、保護者が安心して就労するため放課後児童クラブをご活用ください。
●対象／昼間に保護者が不在となる小学校児童　●開所時間・利用料金など／クラブにより異なります。
●利用手続き／各クラブにお問い合わせください。

放課後児童クラブのご案内 ㉄子育て支援課

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉

　

広
報
あ
か
い
わ
11
月
号
に
掲
載

し
た
内
容
に
次
の
と
お
り
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。お
詫
び
し
ま
す
。

•

４
ペ
ー
ジ

　
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て

【
正
】�令
和
７
年
８
月
１
日
か
ら
、

マ
イ
ナ
保
険
証
の
保
有
の
有

無
に
よ
っ
て
、資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
、ま
た
は
資
格
確

認
書
が
申
請
不
要
で
交
付
さ

れ
る
予
定
で
す
。

【
誤
】�マ
イ
ナ
保
険
証
の
保
有
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、現
在
お

持
ち
の
被
保
険
者
証
の
有
効

期
限
が
切
れ
る
前
に
、申
請

不
要
で
資
格
確
認
書
を
交
付

し
ま
す
。

　赤磐市の魅力を発信したい人で
あれば、誰でも応募できます（応募作品の著作
権を持つ撮影者本人に限ります）。たくさんの
応募をお待ちしています。

●�テーマ／赤磐市の魅力を市内外へPRでき
るもの（赤磐市内の自然・風景・人物）

●応募期限／１月３１日㈮〈必着〉  

●お問い合わせ・応募先
　秘書広報課

あ か い わ 魅 力 発 見
フォトコンテスト2024
作 品 募 集 中！　 　

クラブ名 所在地 問い合わせ先

私立

サンサンキッズ 山陽西小学校内 ☎９５５-４２３３
山陽いろは児童センター 山陽いろは保育園内 ☎９５５-０３５５
こくぶんじのびのびクラブ 山陽国分寺保育園隣 ☎０８６-２２９-２７２７
さんこう児童クラブ さんこう保育園内 ☎９５５-３５１７
アンドロメダクラブ、カシオペアクラブ あすなろこども園内 ☎９５５-７０００スバルクラブ、オリオンクラブ あすなろこども園隣
いろは児童センター 清風いろは保育園内 ☎９５５-３６９５
Mana Bee’s クラブ 桜が丘西５丁目９番２号

☎９５６-２２０５Mana Bee’s Ⅱ 桜が丘東４丁目４番地７３９
Mana Bee’s Ⅲ 桜が丘東４丁目４番地３１２
桜が丘児童センター 桜が丘地域保育センター内 ☎９５５-５１６１
新こめっこクラブ 石相小学校内 ☎９５７-９２３３
軽部にじいろ児童クラブ 軽部小学校隣 ☎９５６-２７３０
くまっこクラブ 桜が丘小学校内 ☎９９５-２４７４
とよたキッズクラブ 豊田小学校内 ☎９９５-９９７８
いわっ子クラブ 磐梨小学校内 ☎９９５-３３１３
たいようクラブ、ぎんがクラブ さくらが丘保育園内 ☎９５８-５５５３
明光学童クラブあかいわ 日古木７６６番地１ ☎９５６-２８０１

公立 城南ふれあいクラブ 吉井子育て支援センター内 ☎９５４-０７２１
仁美ふれあいクラブ 仁美保育園内 ☎９５８-２２５５

広報あかいわ（令和7年 1月号）17
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政治家の寄附は禁止、有権者が求めることも禁止されています

結婚祝※ 地域の運動会・
スポーツ大会への
飲食物などの
差入

お祭りへの
寄附・差入

町内会の集会・
旅行などの
催物への寸志・
飲食物の
差入

落成式・
開店祝などの
花輪

病気見舞 お歳暮・お年賀 入学祝・卒業祝 葬儀の花輪・
供花

香典※

　
４
月
16
日
㈬
で
任
期
満
了
と
な
る
赤
磐
市
長
お

よ
び
赤
磐
市
議
会
議
員
の
選
挙
を
３
月
16
日
㈰
告

示
、
３
月
23
日
㈰
投
票
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

■
投
票
で
き
る
人

　
次
の
全
て
の
要
件
に
該
当
す
る
人
が
投
票
で
き

ま
す
。

①�

年
齢
満
18
歳
以
上
の
人
（
平
成
19
年
３
月
24
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

②�

市
外
か
ら
の
転
入
者
の
場
合
、
令
和
６
年
12
月

15
日
ま
で
に
赤
磐
市
に
転
入
の
届
け
出
を
し
て

い
る
人

③�

投
票
日
ま
で
引
き
続
き
市
内
に
住
所
を
有
し
、

か
つ
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

■
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
立
候
補
予
定
者
ま
た
は
そ
の
代
理
人
は
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。
立
候
補
予
定
者
１
人
に
つ
き
、

２
人
ま
で
の
参
加
で
お
願
い
し
ま
す
。

•

日
時
…
１
月
28
日
㈫ 

午
後
１
時
30
分
～

•

場
所
…
消
防
本
部 

３
階
大
会
議
室

■
告
示
・
立
候
補
届
出
受
付

•
�

日
時
…
３
月
16
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

•
�

場
所　

　
午
前
：
消
防
本
部 

３
階
大
会
議
室

　
午
後
：�

本
庁 

２
階
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
（
総
務
課
内
）

■
期
日
前
投
票

　
投
票
日
当
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

•

期
間
…
３
月
17
日
㈪
～
22
日
㈯

•

時
間
…
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

•

場
所
…
赤
磐
市
役
所
お
よ
び
各
支
所

■
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

は
、
３
月
19
日
㈬
ま
で
に
、
投
票
用
紙
な
ど
の
請

求
を
す
れ
ば
、
自
宅
で
郵
便
等
に
よ
る
投
票
が
で

き
ま
す
。

　
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
要
件
は
、
身
体
の

障
害
の
程
度
に
よ
り
厳
格
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

交
付
を
希
望
す
る
人
、
有
効
期
限
が
切
れ
る
人
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
投
票

•

日
時
…
３
月
23
日
㈰ 

午
前
７
時
～
午
後
６
時

•

場
所
…
市
内
19
投
票
所

■
選
挙
会
（
開
票
）

•

日
時
…
３
月
23
日
㈰ 
午
後
７
時
30
分
～

•

場
所
…
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園 
総
合
体
育
館

※�

市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て
詳
し

く
は
、
広
報
あ
か
い
わ
３
月
号
に
掲
載
す
る
予

定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

•

赤
磐
市
選
挙
管
理
委
員
会

※政治家本人が結婚披露宴、葬式などに自ら出席してその場で行う場合は罰則が適用されない場合があります。
　詳しくは、総務省のホームページ（なるほど！選挙「寄附の禁止」）をご覧ください。

出典：総務省ホームページより

3
月
23
日
㈰
は
市
長
選
挙
・

市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す

広報あかいわ（令和7年 1月号）18



家
族
が
集
ま
る
年
末
年
始
は
み
ん
な
で
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
な
い
か
確
認
を
！

消
費
の
ア
ド
バ
イ
ス
（
第
97
回
）
／ 

く
ら
し
安
全
課

コ
ラ
ム

　

年
末
年
始
は
実
家
に
帰
省
す
る
な

ど
、
久
し
ぶ
り
に
家
族
と
顔
を
合
わ

せ
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
普
段

は
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
親
族
が
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
特
に
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
高
齢
の
み
の
世
帯
は
、
思

い
も
よ
ら
な
い
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
家

族
が
集
ま
る
こ
の
機
会
に
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
み
ん

な
で
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
に
多
い
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

◇
架
空
請
求

◦�

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
を
さ
れ
た

場
合
、慌
て
て
相
手
に
連
絡
を
し
た

り
、お
金
を
支
払
っ
た
り
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
定
期
購
入

◦�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
、お
試
し

の
つ
も
り
で
申
し
込
ん
だ
ら
、定
期

購
入
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
ト
ラ

ブ
ル
が
増
加
！

◇
送
り
付
け
商
法

◦�

注
文
し
て
い
な
い
の
に
一
方
的
に

送
り
付
け
ら
れ
た
商
品
は
、金
銭
の

支
払
い
義
務
な
し
！

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

◦�

料
金
が
安
く
な
る
と
言
わ
れ
て
別

業
者
に
乗
り
換
え
た
が
、認
識
と
違

う
契
約
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
ト

ラ
ブ
ル
も
。

◇
不
要
な
リ
フ
ォ
ー
ム
、
点
検
商
法

◦�「
補
助
金
と
保
険
金
が
受
給
で
き
る

と
勧
誘
さ
れ
て
屋
根
工
事
の
契
約

を
し
た
が
、虚
偽
だ
っ
た
」
と
い
う

相
談
が
増
加
！

　

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
赤
磐
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎（
９
５
５
）４
７
８
３

　
（
平
日
午
前
9
時
～
午
後
４
時
）

◦
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
１
８
８

　
（
土
日
祝
も
つ
な
が
り
ま
す
）

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、12ページの電話番号一覧をご覧ください。

わ
た
し
と
あ
な
た
の
健
康
（
第
１
３
９
回
）
／ 

健
康
増
進
課

け
が
で
歯
が
抜
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

元
に
戻
せ
ま
す
か
？

コ
ラ
ム

　

転
倒
や
事
故
な
ど
の
け
が
で
歯
が

抜
け
て
し
ま
っ
た
場
合
、
そ
の
歯
を

元
の
位
置
に
戻
せ
る
こ
と（
再
植
）が

あ
り
ま
す
。
こ
の
と
き
に
大
切
な
こ

と
は
、
抜
け
た
歯
を
乾
燥
さ
せ
な
い

こ
と
、
歯
の
根
の
表
面
を
傷
つ
け
な

い
こ
と
、
で
き
る
だ
け
早
く
歯
科
医

院
を
受
診
す
る
こ
と
で
す
。

　

歯
の
根
の
表
面
に
は
歯
根
膜
と
い

う
軟
ら
か
い
組
織
が
あ
り
、
歯
と
歯

を
支
え
る
骨
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。

抜
け
た
歯
の
歯
根
膜
の
状
態
は
、
再

植
の
成
功
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

歯
根
膜
の
保
存
状
態
が
良
い
と
再
植

後
に
歯
根
膜
が
再
生
し
、
歯
を
保
存

で
き
る
確
率
が
高
く
な
り
ま
す
。
一

方
、
歯
根
膜
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て

い
る
と
再
植
後
に
歯
の
根
が
吸
収
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

抜
け
た
歯
は
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
、

保
存
液
に
入
れ
て
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
学
校
な
ど
で
は
専
用
の
歯
の
保

存
液
を
備
え
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。専
用
の
保
存
液

が
な
い
場
合
に
は
、

牛
乳
や
生
理
食
塩

水
で
も
代
用
で
き

ま
す
。こ
れ
ら
が
な

い
場
合
は
、お
口
の

中（
唇
と
歯
ぐ
き
の

間
や
舌
の
下
）に
入

れ
て
保
存
し
て
も
大
丈
夫
で
す
が
、

お
子
さ
ん
の
場
合
は
飲
み
込
ま
な
い

よ
う
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
に
大
事
に
包
ん
で

持
っ
て
こ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
歯
根
膜
は
乾
燥
に
弱
い
の
で

湿
っ
た
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

歯
が
抜
け
て
か
ら
元
の
位
置
に
戻

る
ま
で
の
時
間
が
早
い
ほ
ど
、
成
功

率
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
抜

け
た
歯
を
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
に
し

た
上
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
歯
科
医

院
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
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あかいわ健康・急病あかいわ健康・急病
相 談 ダ イ ヤ ル相 談 ダ イ ヤ ル

 　経験豊富な看護師・保健師などが健康
に関する相談に、24時間年中無休で、きめ
細かくアドバイスします。
　新型コロナウイルス感染症についての
一般的な相談も受け付けています。
※ プライバシーは厳守されるシステムになってい

ますので、安心してご相談ください。
※ 携帯電話、PHSからの通話は可能ですが、非通

知設定の電話、公衆電話からの相談は受けるこ
とができませんのでご注意ください。

●この電話健康相談に関する問い合わせ先
　健康増進課 ☎955-1117

０
（ フ リ ー ダ イ ヤ ル ）

１２０-１
い い わ

１８-３
み よ う よ

８４

●1月の休日当番医 （窓口受付 9:00〜17:00）

1日㈬ あかいわ☆瀬戸休日内科診療所　　 ☎955-0393
那須眼科 ☎955-8980

2日㈭ あかいわ☆瀬戸休日内科診療所 ☎955-0393
マスカット整形外科 ☎086-229-2611

3日㈮ あかいわ☆瀬戸休日内科診療所 ☎955-0393
山本クリニック ☎955-8868

5日㈰ 粟井内科医院 ☎086-953-0617
赤磐皮膚科形成外科 ☎956-4112

12日㈰ あかいわ☆瀬戸休日内科診療所 ☎955-0393
越宗医院 ☎957-3035

13日㈪ うえの内科小児科医院 ☎956-0505
こしむね瀬戸クリニック ☎086-952-5330

19日㈰ あかいわ☆瀬戸休日内科診療所 ☎955-0393
鈴木医院（皮膚科） ☎086-952-0205

26日㈰ 熊山診療所 ☎995-1251
さくら整形クリニック ☎995-9720

※■は、公益社団法人赤磐医師会管内の岡山市東区瀬戸町地域にある医療機関です。
　当番医については12月 1日現在です。受診する場合は、あらかじめ確認してください。
<問い合わせ先> 健康増進課 ☎955-1117

やさしさは 笑顔の花を さかせます

安全は 競い合いより ゆずり合い

今 月 の 標 語
人権啓発

交　通

●赤磐市の人口 （2024年12月1日現在）

人　口 42,485 人 （ －27 ）
男　性 20,389 人 （ －19 ）
女　性 22,096 人 （ － 8 ）
世帯数 18,807 世帯 （ － 8 ）

　※（　）は11月1日との差

●2024年11月赤磐市火災・救急発生状況 ※（ ）は2024年の累計
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 0
（3）

0
（2）

0
（2）

0
（7）

0
（14）

6
（89）

77
（819）

18
（200）

19
（177）

120
（1285）

東出
張所

1
（4）

0
（0）

0
（0）

0
（1）

1
（5）

4
（36）

31
（403）

14
（96）

4
（66）

53
（601）

北出
張所

1
（3）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

1
（3）

1
（12）

11
（186）

7
（64）

8
（35）

27
（297）

計 2
（10）

0
（2）

0
（2）

0
（8）

2
（22）

11
（137）

119
（1408）

39
（360）

31
（278）

200
（2183）

●今月の相談 （相談は無料で秘密は堅く守られます）

相談内容 日　　　時 場　　　所 問い合わせ先

無料法律 ※要予約
　岡山弁護士会所属弁護士
　奥田 哲也 ・ 三好 英宏

1月10日㈮
午後 1時～4時

桜が丘いきいき交流センター
講座室

協働推進課
☎955-1114

なやみごと（人権）
　相談員…人権擁護委員

行政
　相談員…行政相談委員

1月8日㈬
午後 1時～4時

山陽産業会館
2階ふるさと交流室

協働推進課
☎955-1114

1月16日㈭
午後 1時～3時 仁美農村振興センター 吉井支所市民生活課

☎954-1183

● 1月の税を期限内に納めましょう
国 民 健 康 保 険 税 8 期
介 護 保 険 料 8 期
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 7 期

※期限は1月31日まで

●2024年10月赤磐市内交通事故発生状況〈概数〉 （赤磐警察署調べ）
総件数 人身件数 死亡者数 重傷者数 軽傷者数 物損件数

2024年10月中 108 8 0 1 6 100 
2023年10月中 106 6 0 1 6 100 
増 減 2 2 0 0 0 0 
2024年10月末 718 58 1 10 63 660 
2023年10月末 800 69 1 19 60 731 
増 減 -82 -11 0 -9 3 -71 

LIFECALENDAR
ライフ・カレンダー
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1 月 健 診 ・ 定 期 救 急 講 習 各施設の休館日／交通啓発日
1 水 ㊡山陽郷土資料館、桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

2 木 ㊡山陽郷土資料館、桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

3 金 ㊡山陽郷土資料館、桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

4 土 ㊡山陽郷土資料館、桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

5 日

6 月 ㊡山陽郷土資料館

7 火

8 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

9 木

10 金 ★交通安全日 ★交通事故・交通違反ゼロの日
★犯罪ゼロの日

11 土 ㊡桜が丘出張所

12 日

13 月 ㊡山陽郷土資料館、桜が丘出張所

14 火

15 水 ⃝2歳6か月児歯科健診
　（会場：熊山保健福祉総合センター ほほえみ／受付12：30～12：50） ㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

16 木

17 金 ⃝育児相談〈要予約〉（会場：西山公民館／受付9：40～10：00）

18 土 ㊡桜が丘出張所

19 日

20 月 ㊡山陽郷土資料館
★交通事故・交通違反ゼロの日

21 火 ⃝1歳6か月児健康診査
　（会場：桜が丘いきいき交流センター／受付12：30～12：50）

22 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

23 木 ⃝3歳児健康診査
　（会場：桜が丘いきいき交流センター／受付12：30～12：50）

24 金

25 土 ㊡桜が丘出張所 ★交通安全日

26 日 ⃝定期救急講習（消防本部 会議室／9:00～12:00） 

27 月 ⃝特定健診未受診者健診〈要予約〉
　（会場：桜が丘いきいき交流センター／受付8：00～9：30） ㊡山陽郷土資料館

28 火 ⃝特定健診未受診者健診〈要予約〉
　（会場：桜が丘いきいき交流センター／受付8：00～9：30）

29 水 ⃝乳児健康診査
　（会場：熊山保健福祉総合センター ほほえみ／受付12：40～13:00） ㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

30 木 ★交通事故・交通違反ゼロの日

31 金

�★�山陽保健センターの庁舎改修に伴い、乳幼児
および育児相談会場などが変更になります。
対象者はご注意ください。令和6
年度の健診日程・対象などにつ
いては、市ホームページからご
確認ください。

★�育児相談の予約＆健診日の変更はアプリ「あかいわ子育てナビ」の「赤磐市
子育て予約サポート」からできます。ご活用ください！

iOS版 Android版市HP

LIFECALENDAR
ライフ・カレンダー
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第
25
回
全
日
本
中
学
生
都
道
府
県
対
抗

11
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

・
磐
梨
中
学
校

　

棚
田　

桜
司
（
可
真
上
）

　

山
本　

宗
典
（
沢
原
）

　

相
浦　

琉
人
（
桜
が
丘
東
３
） 

　

相
浦　

蒼
祐
（
桜
が
丘
東
４
）

　

小
山　

寛
人
（
弥
上
）

　

小
出　

眞
弘
（
桜
が
丘
東
４
）

　

太
田　

侑
吾
（
桜
が
丘
東
５
）

　

相
浦　

千
嘉
（
桜
が
丘
東
４
） 

　

足
田　

実
優
（
沼
田
）

　

小
林　

由
依
（
殿
谷
）

　

金
利　

柚
希
（
沢
原
）

　

平
松　

叶
帆
（
可
真
下
）

　

井
上　

友
里
（
桜
が
丘
東
４
）

　

福
井　
　

凜
（
桜
が
丘
東
５
）

・
吉
井
中
学
校

　

中
原　

未
緒
（
黒
本
）

第
３
回
日
本
グ
ラ
ン
プ
リ

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会

・
水
谷　

勇
斗

　
（
山
陽
２
）

文
部
科
学
大
臣
杯 

第
18
回
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｏ

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会

第
10
回
リ
ア
ル
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
決
勝
大
会

・
山
陽
東
小
学
校
２
年

　

今
中　

櫻
子

　
（
桜
が
丘
西
３
）

第
50
回
赤
磐
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

■�

日
時
／
１
月
26
日
㈰ 

■�

場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■�

申
込
期
限
／
１
月
13
日
（
月
・
祝
）  

午
後
５
時

■�

主
催
／
赤
磐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

■�

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・
福
田 

☎（
９
５
５
）５
７
９
７

あ
か
い
わ
ス
キ
ー
バ
ス
ツ
ア
ー

■�
開
催
日
／
２
月
15
日
㈯

■�
場
所
／
恩
原
方
面
（
予
定
）

■�

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
者
（
小

学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■�

参
加
費
／
３
５
０
０
円
（
小
学
生
３
千
円
）

〈
※
昼
食･

リ
フ
ト
代･
貸
ス
キ
ー
代
別
〉

■�

申
込
方
法
／
メ
ー
ル
に
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
年
齢
（
学
年
）・

性
別
・
レ
ン
タ
ル
の
有
無
（
身
長
・

靴
サ
イ
ズ
・
ウ
エ
ア
サ
イ
ズ
）・
初

心
者
教
室
参
加
の
有
無
を
明
記
し

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

申
込
期
限
／
１
月
31
日
㈮

■�

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・
赤
磐
市
ス
キ
ー
協
会
（
重
森
）

　

akaiw
a.ski@

gm
ail.com

市内で開催された大会の結果、イベントの参加者募集告知、
全国大会の出場者などをお知らせします。

詳細や不明な点などは左記までお問い合わせください。

S P O R T S  I N F O R M A T I O N

スポーツ大会・イベントの情報教育委員会社会教育課
（東庁舎2階）

☎955-0738／FAX955-1163

全
国
大
会
出
場

※�

大
会
出
場
の
紹
介
は
、本
人
の
申
し
出
に
よ
り
掲

載
し
て
い
ま
す
。所
属
・
学
年
は
開
催
時
の
も
の

で
す
。〈
敬
称
略
〉

●スポーツ施設に関する情報
　スポーツ施設の利用案内およ
びスポーツ教室・講座の紹介に
ついては、各施設のホームペー
ジをご覧ください。

｜掲｜示｜板｜

山陽ふれあい公園
HP

吉井B&G海洋センター
HP

こちらの
QRコードから
アクセスしてね！

第
43
回
赤
磐
市
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
交
歓
大
会

■�

開
催
日
／
10
月
10
日
〜
12
日

■�

場
所
／
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■�

参
加
人
数
／
33
人

■�

結
果

・
優　

勝
…
有
松　

一
義(

周
匝)

・
準
優
勝
…
矢
部　

賢
次
（
千
躰
）

赤
磐
市
秋
季
テ
ニ
ス
大
会

■�

開
催
日
／
10
月
20
日

■�

場
所
／
草
生
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■�

結
果

・
優　

勝
…
野
口
・
堀
内

・
準
優
勝
…
藤
九
・
羽
原

第
40
回
赤
磐
市
卓
球
大
会

■�

開
催
日
／
10
月
27
日

■�

場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■�

参
加
人
数
／
90
人

■�

結
果

〈
団
体
の
部
〉

・
優　

勝
…
プ
ラ
タ
ナ
ス
Ａ

・
準
優
勝
…
山
陽
卓
親
Ｂ

〈
個
人
Ａ
ク
ラ
ス
〉

・
優　

勝
…
岡
崎　

柊
斗

・
準
優
勝
…
高
森　

大
士

〈
個
人
Ｂ
ク
ラ
ス
〉

・
優　

勝
…
中
島　

秀
樹

・
準
優
勝
…
延
堂　
　

守

〈
個
人
Ｃ
ク
ラ
ス
〉

・
優　

勝
…
山
田　

陽
斗

・
準
優
勝
…
山
本
千
代
子

〈
個
人
初
心
者
ク
ラ
ス
〉

・
優　

勝
…
井
上　

稔
枝

・
準
優
勝
…
細
野　

桂
奈

第
14
回
絆
の
和
あ
か
い
わ

健
康
長
寿
ゴ
ル
フ
大
会

■�

開
催
日
／
11
月
11
日

■�

場
所
／
赤
坂
レ
イ
ク
サ
イ
ド
・
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■�

参
加
人
数
／
64
人

■�

結
果
︵
ネ
ッ
ト
順
︶

・
優　

勝
…
尾
坂　

詳
人
（
70
・
4
）

・
準
優
勝
…
幡
上　

宏
政
（
71
・
４)

募
　
集

結
　
果
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公 民 館 講 座 のご案 内

●講座の受け付けは、各館とも午前9時からです。（電話での申し込み可）
●各館の休館日は水曜日です。（西山公民館は火曜日、赤坂・笹岡公民館は木曜日です）
●持ち物・定員・内容などについては各館にお問い合わせください。　●材料費の必要な講座は、参加費に含んでいます。

場　　所 講　座　名 内　　容

西山公民館
西中220-1
☎955-0777

茶道を楽しむ会
◇講師…森末宗楔さん

■日時／１月１２日㈰ ①午前１０時～②午前１１時～　■対象／一般
■参加費／7００円　■申込開始日／１月6日㈪

親子巻き寿司教室
◇講師…阿部千枝子さん

■日時／１月２６日㈰ 午前９時～正午　■対象／小学生と保護者
■参加費／千円　■申込開始日／１月6日㈪

山陽公民館
山陽1-10
☎955-9777

新春初笑い らくご山陽亭
◇出演者…ふじの舎扇蝶さん

■日時／1月１９日㈰ 午後１時３０分～２時３０分
■対象／小学生～一般　■申込開始日／１２月２３日㈪

はぎれ布が大変身！ ものづくり講座
◇講師…岡本克征さん

■日時／１月２６日㈰ 午後１時３０分～３時３０分
■対象／小学生～一般　■参加費／1００円
■申込開始日／１2月23日㈪

熊山公民館
松木623
☎995-1360

百人一首教室
◇�講師…北川久美子さん（和気閑谷高

校、備前緑陽高校非常勤講師）

■日時／１月１１日㈯ 午後２時～４時
■場所／熊山保健福祉総合センター ２階集会室
■対象／小学生～一般

ドキドキ講座「自然観察会」
（里山の鳥／主にカモ類）
◇講師…山田勝さん（県自然保護推進員）

■日時／１月１８日㈯ 午前９時３０分～１１時３０分
■集合場所／日古木大池
■対象／幼児・小学生～一般　

元気モリモリ講座「初心者ヨガ」
◇講師…井上初美さん（ヨガティーチャー）

■日時／１月２１日㈫ 午前１０時～１１時３０分
■場所／くまやまふれあいセンター 多目的ホール
■対象／原則６０歳以上　

スマホ教室
「セキュリティ＋Ｇｏｏｇｌｅレンズ」
◇�講師…スマホアドバイザー

■日時／１月２８日㈫ 午前１０時３０分～正午
■場所／くまやまふれあいセンター １階会議室
■対象／一般

竜天天文台公園
中勢実2978-3
☎958-2321

吉井公民館
☎954-1379

一般観望会
※�天候により中止の場合有り

■�日時／年末年始を除く毎週金・土曜日（午後６時～８時受付）
■参加費／高校生以上２００円、小中学生１００円、幼児無料
　　　　　（※１月4日㈯は無料）

火星接近無料観望会
※荒天中止 ■日時／１月１１日㈯（午後６時～８時受付）

　「公民館グループ」とは、公民館で定期的な
学習活動を実施するグループです。令和７年度
の公民館グループ登録説明会を次の日程で開
催します。これからグループを始めてみようと
いう皆さん、ぜひ参加をお待ちしています。ま
た現在登録を受けているグループも、毎年更新
が必要ですので、更新する場合は、必ずご参加
ください。（※新規でグループ登録を希望する
人は、事前に各公民館までご相談ください）

グループ活動を始めてみませんか？ ■登録できる公民館グループとは
◦�代表者が市内在住で、グループの半数以上の会員が市
内在住・在勤・在学者であり、おおむね１０人以上の実動
できる会員がいるグループ。

◦年間を通じて定期的に活動できることが必要。

■各公民館の説明会日程
◦中央公民館…改修工事中のため、説明会は実施しません。
◦高月公民館…１月16日㈭ 午後１時３０分～2時３０分
◦西山公民館…１月２3日㈭ 午後4時～5時
◦山陽公民館…１月25日㈯ 午後１時３０分～2時３０分
◦熊山公民館…１月２2日㈬ 午後2時～3時
◦赤坂公民館…１月23日㈭ 午後１時３０分～2時３０分
◦笹岡公民館…１月23日㈭ 午後１時３０分～2時３０分
◦吉井公民館…１月２2日㈬ 午後２時３０分～3時３０分

公民館グループ登録説明会
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図 書 館 通 信
L I B R A R Y  N E W S
市内図書館の利用案内・開催イベント紹介

吉井図書館 子ども向け行事
『図書館おたのしみ会 ビーズと紙ねんどで、
オリジナルのストラップをつくろう！』

　きれいなビーズと紙ねんどを使って、オリジナ
ルのストラップを作ります。
■日時／2月11日（火・祝） 午前１０時３０分～正午
■場所／吉井図書館 ２階視聴覚室
■講師／平岡 なおみさん
■対象／幼児〜児童（小学生未満の子どもは保護者同伴）
■定員／1０人（先着順）　■参加費／無料
◇1月１4日㈫午前10時から、吉井図書館で受け付け開始（電話可）

Pick Up
要申込

●赤坂図書館
ちいさなおはなしかい／8日㈬  午前11時～11時20分

●熊山図書館
おはなしのおへや／18日㈯  午前11時～11時30分

●吉井図書館
おはなしかい／5日㈰  午後2時〜4時
えほんのじかん／14日㈫  午前10時〜正午

Event CalendarEvent Calendar 1月

＜開館時間＞
· 中央図書館…今月は全日休館となります。（左記記事参照）
·赤坂・熊山・吉井図書館…午前10時～午後6時
※ 1/1（水・祝）～ 1/4㈯は全館休館します。

＜問い合わせ先＞
·中央図書館………☎955-0076
·赤坂図書館………☎957-2212
·熊山図書館………☎995-1273
·吉井図書館………☎954-9200

＜1月の休館日＞
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

※青色のマスが休館日です。

中央図書館 
Facebook

赤磐市図書館 
Instagram

各 図 書 館 利 用 案 内

吉井図書館 映画上映会（大人向け）
『お終活～熟春！人生、百年時代の過ごし方』（113分）

　橋爪功、高畑淳子主演。主題歌は財津和夫の「切
手のないおくりもの」。熟年離婚寸前の夫婦が、葬
儀社の男から紹介された終活フェアをきっかけに
てんやわんやの大騒ぎ！「笑って、泣けて、役に立
つ」ヒューマンコメディ。
■日時／1月25日㈯ 午後２時～
■場所／吉井図書館 ２階視聴覚室
■定員／2０人（先着順）　■参加費／無料
◇�１月７日㈫午前１０時から、吉井図書館で受け付け開始（電話可）

Pick Up
要申込

山 ー ル 通岡 シ ガ ズ 信
　今シーズンから新しくなったＳＶリー
グで善戦している岡山シーガルズ。
　シーズン中も地域密着型チームとし
て、市と協力活動を行っています。夏
から秋にかけての協力連携活動を一
部紹介します。

協力連携活動の紹介

＜中央図書館臨時休館のお知らせ＞
　中央図書館は館内照明ＬＥＤ化工事および蔵書
点検のため1/5㈰～3/21㈮
まで臨時休館となります。
　中央図書館臨時休館中
は赤坂・熊山・吉井図書館
をご利用ください。

◎�年明けは１月４日㈯・５日㈰に埼玉でのアウェイゲーム。ホームゲームは１月１１日㈯・１２日㈰にアラン
マーレ山形とジップアリーナ岡山で対戦します！選手を見かけたら、応援の一声をお願いします。

　岡山シーガルズ観戦情報はチーム公式ホームページへ▶

１日救急隊長 安心安全まちづくり旬間 山陽団地活性化プロジェクト

㉄教育委員会社会教育課 ☎955-0738
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いつ
でも

どこ
でも

皆さん、赤磐市LINE公式アカウントはもう登録しましたか？
まだの人は、ぜひ友だち追加してさまざまな機能を活用してみましょう。
新たに「マイナンバーカード」で本人確認手続き・認証を行うことで、
行政手続きがLINEからできるようになりました。

【LINEでできる各種手続・証明書】
• 転出届の手続き（転出届の手続きが完了したら、新しい住所地で転入届の手続きが必要です）
• 税証明書…所得（非）課税証明書（個人）、所得証明書（個人）※手数料と郵送料の支払い手続きもLINE上でできます。

「デジタル行政サービス」
をタップ

「電子申請サービス」
を選択

希望する手続きを選択 申請説明や利用規約などを確認し
「申請へすすむ」をタップ

必要事項を入力 マイナンバーカードで
本人確認・認証をする

署名用電子証明書パスワード
（6〜16文字）を入力

支払いが必要な手続きは、
支払い方法を選択し決済したら完了！

１月27日㈪・28日㈫に
実施する国保の集団特
定健診の予約がLINE
からできます！
〈申込期間〉
　1月9日㈭〜22日㈬

①「デジタル行政サービス」
②「予約」
③「国保特定健診予約」
の順にメニューを選択してください。

〈特定健診の予約に関する問い合わせ先〉
市民課国保年金班 ☎955-1113

②

赤磐市LINE公式アカウント
LINEで行政手続き

　問い合わせ先　

秘書広報課
☎955-4770

友だち追加は
こちらから

お知らせ

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

①
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２
０
２
４
年
の
ホ
ッ
ケ
ー
女
子
日
本
一
を
決

め
る
大
会
「
第
85
回
全
日
本
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
選

手
権
大
会
」
が
熊
山
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
期
間
中
、
県
内
外
か
ら
約
１
５
０
０
人

が
来
場
し
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
試
合
を
観
戦
。
決

勝
戦
は
、
テ
レ
ビ
で
生
中
継
さ
れ
、
全
国
か
ら

注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　
大
会
に
華
を
添
え
た
の
は
、
市
内
外
か
ら
応

募
の
あ
っ
た
エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ
。
選
手
を
目

の
前
に
緊
張
気
味
の
キ
ッ
ズ
た
ち
で
し
た
が
、

入
場
ま
で
の
わ
ず
か
な
時
間
に
会
話
を
交
わ
し
、

思
い
出
に
残
る
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
応
援
に
駆
け
付
け
た
あ
か
い
わ
モ
モ

ち
ゃ
ん
は
観
客
や
選
手
た
ち
に
大
人
気
で
し
た
。

　
白
熱
し
た
試
合
の
合
間
に
は
、
市
特
産
の
果

物
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
グ
ッ
ズ
な
ど
が
当
た

る
ガ
ラ
ポ
ン
く
じ
や
観
光
協
会
会
員
な
ど
に
よ

る
飲
食
コ
ー
ナ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
を

通
じ
て
、「
す
る
・
観
る
・
支
え

る
」
ス
ポ
ー
ツ
の
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
創
出
し
て
い
き
ま
す
。

●�選手やボール、試合
展開にスピード感
があってすごかっ
た。市でこんな大会があるなん
てすごい。（市民）

●�エスコートキッズがとてもかわ
いかった。一緒に入場してくれ
てありがとう。（選手）

●�試合だけでなく消防士の散水
やガラポンなどの企画もあって
楽しめた。温かい食べ物も最高
だった。（県外からの観戦者）

VOICE

第85回全日本女子ホッケー選手権大会
●開催期間／11月29日～12月1日　●開催場所／熊山運動公園

●問い合わせ先／社会教育課スポーツ振興班�☎955-0738

大勢の観客が観戦大勢の観客が観戦景品がもらえるガラポンも実施景品がもらえるガラポンも実施

飲食コーナーは大にぎわい飲食コーナーは大にぎわい大迫力の試合を間近で観戦大迫力の試合を間近で観戦

ドキドキのエスコートキッズ
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11
月
17
日
、
高
陽
中
学
校
で
令
和
6
年
度

赤
磐
市
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
訓

練
に
は
、地
元
住
民
を
は
じ
め
、自
衛
隊
、赤

磐
警
察
署
、
消
防
団
な
ど
市
内
外
の
34
機
関
、

３
３
２
人
、
車
両
32
台
が
参
加
し
、
関
係
機

関
の
活
動
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
連
携
の

強
化
と
総
合
的
な
防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま

し
た
。

　

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
関
係
機
関
に
よ
る

防
災
啓
発
や
活
動
紹
介
、
特
殊
車
両
な
ど
の

展
示
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
炊
き
出
し
訓
練
で

は
、
自
衛
隊
、
市
栄
養
改
善
協
議
会
、
Ｊ
Ａ

晴
れ
の
国
岡
山
岡
山
東
女
性
部
の
共
同
作
業

で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
約
３
０
０
食
の
非
常
食
の

配
布
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
集
ま
っ
た
多
く
の
見
学
者
は
、
こ

れ
ら
の
各
種
訓
練
や
啓
発
活
動
、
炊
き
出
し

な
ど
を
通
じ
て
防
災
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

防
災
意
識
の
向
上
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　

近
年
の
地
震
災
害
や
豪
雨
災
害
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
大
規
模
で
広
範
囲
に
及
ぶ
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
行
政
の
力
だ
け
で
は

避
難
誘
導
や
救
助
活
動
な
ど
の
災
害
対
応
に

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。「
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
」
こ
と
は
基
本
で
す
が
、
こ
の
よ
う

な
と
き
こ
そ
地
域
住
民
が
相
互
に
助
け
合
う

「
共
助
」が
大
切
で
す
。
災
害
は
い
つ
起
こ
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
災
害
へ
の
理
解

を
深
め
、
も
し
も
の
と
き
に
備
え
て
、
日
頃

か
ら
災
害
備
蓄
や
避
難
要
領
の
確
認
な
ど
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

㉄
く
ら
し
安
全
課 

☎（
９
５
５
）２
６
５
０

赤磐市総合防災訓練を実施
〝訓練〟で災害に強い、安心・安全な地域づくり

訓練打ち合わせ訓練打ち合わせ 初期消火訓練初期消火訓練 事故車両からの救出事故車両からの救出 カレーの炊き出しカレーの炊き出し

事故負傷者の搬送事故負傷者の搬送 道路からの土砂撤去道路からの土砂撤去 救急救命訓練救急救命訓練 排水ポンプの設置排水ポンプの設置

ドローンによる捜索ドローンによる捜索 傷病者への医療対応傷病者への医療対応 緊急物資の受け入れ緊急物資の受け入れ 傷病者の救急搬送傷病者の救急搬送
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　11月10日、環境センターと消防署でecoと防災をテーマに、「あかいわeco・いいものまるしぇ×消防
フェス！」を開催し、約２,２００人の来場者でにぎわいました。
　「消防フェス！」では、実際の訓練を披露し、普段見ることができない姿に子どもから大人まで興味津々
の様子でした。
　あかいわのいいものを集めた「あかいわeco・いいものまるしぇ」では、３R推進のフリーマーケットの
ほか、地域活性化包括連携協定を結んでいる浪江町から「なみえ焼そば」、JALからの出店、岡山県備前
県民局の環境に関するブースもあり、多くの親子連れでにぎわっていました。
　環境センター芝生広場のステージでは、本格オペラのまちかどコンサート、あかいわ広報大使の升毅さ
んをお招きしての食品ロスに関するトークショー、赤磐市吹奏楽団「あかいわWIND」の演奏もあり、来場
者は思い思いの休日を満喫していました。

㉄環境課 ☎955-5347

あかいわeco・いいものまるしぇあかいわeco・いいものまるしぇ×× 消防フェス！消防フェス！

　11月6日～８日、赤坂中学校２年生が小学
校や図書館、商店などさまざまな場所で職場
体験学習を行いました。
　生徒からは「働く上で、お客さんの満足でき
る環境を整えることが大切だと学んだ」、「や
らなければいけないことがたくさんあり、時間
が経つのが早い」などの感想があり、学校とは
違った貴重な体験ができたようです。 山陽ふれあい公園でプールの監視山陽ふれあい公園でプールの監視

▼広報紙掲載用の取材
さまざまな角度から撮影に挑んで
いました。

～中学生職場体
験（赤坂中学校）

～未来に向かって

ベーカリーでの仕込み体験ベーカリーでの仕込み体験 小学校で休み時間に児童とふれあう小学校で休み時間に児童とふれあう 消防署で救助訓練消防署で救助訓練

掲載の写真は、
秘書広報課へ
職場体験に来た
中学生が撮影
しました。

図書館で本の貸出し図書館で本の貸出し

にぎわうま
るしぇ 訓練披露 升毅さんに

よるトーク
ショー
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赤磐市マスコットキャラクター
あかいわモモちゃん

催し　

今
年
も
こ
ど
も
た
ち
の
夢
に
あ
ふ
れ
た
作
品
が
そ
ろ

い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

今
年
は
、
場
所
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■�

日
時
／
１
月
11
日
㈯
～
13
日
（
月
・
祝
）︿
11
日
:
正
午

～
午
後
４
時
30
分
、
12
日
:
午
前
９
時
～
午
後
４
時

30
分
、
13
日
:
午
前
９
時
～
午
後
３
時
﹀

■�

場
所
／
熊
山
英
国
庭
園

■�

テ
ー
マ
／
「
ぼ
く
た
ち
・
わ
た
し
た
ち
の
ゆ
め
」

■�

問
い
合
わ
せ
先

◦
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
赤
磐

　

安
見　

☎
０
８
０（
１
４
１
３
）３
６
２
７

こ
ど
も
た
ち
の
絵
画
展

このコーナーでは
皆さんからの投稿を
お待ちしています。

3月号は1月15日㈬が
記事の締め切りです。

催し
■�

日
時
／
１
月
19
日
㈰ 

午
後
２
時
～
４
時

■�

場
所
／
西
山
公
民
館

■�

出
演
／
サ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
フ
ラ
サ
ー
ク
ル
ア

パ
パ
ネ
、
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会
、
赤
磐
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
サ
ー
ク
ル
、
歌
謡
ド
ラ
ム 

ほ
か

■�

主
催
／
サ
ン
ラ
テ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

■�

問
い
合
わ
せ
先

◦
河
田 

☎
０
９
０（
３
７
４
６
）３
６
８
５

◇ 

カ
ラ
オ
ケ
会
員
募
集
中
（
毎
月
第
２
日
曜
日
、
午
後
１

時
～
４
時
）

第
46
回
サ
ン
ラ
テ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

投稿　

10
月
26
日
・
27
日
、
桜
が
丘
い
き

い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
登
録
グ
ル
ー
プ

が
日
常
の
成
果
を
発
表
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
目

的
に
文
化
祭
を
開
催
し
、
多
く
の
人

に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

展
示
の
ほ
か
、
市
内
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
保
育

園
児
の
歌
、
カ
ラ
オ
ケ
、
日
本
舞
踊
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
も
同
時
期
に
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
先

◦
第
21
回
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
文
化
祭
実
行
委
員
長

　

藤
原 

☎
０
９
０（
９
５
５
５
）９
８
１
３

第
21
回
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

文
化
祭
の
お
礼

投稿　

６
月
、
８
月
、
10
月
の
３
回
、
キ
ャ
ッ
プ
回

収
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
中
央
図
書
館

や
夏
の
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
学
生
８
人
の

協
力
の
も
と
、
３
日
間
で
１
２
６
人
の
参
加
、

約
６
万
５
千
個
の
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
を
回
収
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
園
芸
用
の
鉢
の
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
、
あ
わ
せ
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

■�

主
催
／
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
一

歩
一
会
（
い
っ
ぽ
い
ち
え
）」（
代
表
:
市
場
）

■�

問
い
合
わ
せ
先
／
あ
か
い
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
（
赤
磐
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　

☎（
９
５
５
）８
８
７
７

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収

イ
ベ
ン
ト
活
動
の
ご
報
告
と
お
礼

催し
■�

日
時
／
１
月
５
日
㈰ 

午
後
３
時
～

　
（
開
場
:
午
後
２
時
30
分
～
）

■�

場
所
／
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー 

大
ホ
ー
ル

■�

入
場
料
／
前
売
り
︙
２
５
０
０
円
（
12
月
28

日
㈯
ま
で
）、
当
日
︙
３
千
円

※
未
就
学
児
の
入
場
不
可

■�

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
／
山
陽
こ
だ
ま
楽
器
赤
磐

本
店 

☎（
９
５
５
）１
２
８
９

■�

主
催
／
一
般
社
団
法
人 The M

O
ST

■�

問
い
合
わ
せ
先
／
赤
磐
音
楽
友
の
会
（
有
馬
）

　

☎
０
９
０（
２
０
０
５
）７
２
５
４

福
田
廉
之
介

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
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TOWN
TOPICS
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・
ト
ピ
ッ

ク ス

このコーナーでは、区・町内会からの記事と写真
を募集しています。3月号は1月15日㈬が記事の
締め切りです。

　１０月３０日、株式会
社キャットアイから企
業版ふるさと納税の
寄附をいただき、感
謝状を贈呈しました。
キャットアイからの寄
附は今年で５回目になります。キャットアイ吉井工
場では、自転車用ライトをはじめ、反射材などの安
全用品を製造しており、自転車用ライトはふるさ
と納税の返礼品として人気があります。
　いただいた寄附は、健康増進や観光振興の取り
組みに活用させていただきます。
　また、１１月１日には２０〜３０代に特化したハイク
ラス型転職サイトを運営するタレントスクエア株
式会社からも初めて寄附をいただきました。

企業版ふるさと納税
赤磐市の発展のために

　10月15日、青空株式
会社およびシーアール物
流 株 式 会 社と事 業 契 約
を締結しました。両事業
者は、津崎地区の市有地
に大型貯蔵庫や育苗ハウスなどを整備し、野菜の
生産・販路拡大や担い手育成など「強い農業」の
実現に向けた取り組みを進める予定です。

次世代農業技術集積センター整備事業
農業振興に期待

　１０月２５日、IPU・環
太平洋大学および岡山
県ホッケー協会の３者
で「IPU･環太平洋大
学ホッケークラブ設立
連携協定」を締結しま
した。
　この協定は、地域社会におけるホッケー競技の
普及やスポーツ振興、人材育成を図ることを目的
としており、これにより若い世代が地域に残り、県
外から集まることも期待されます。

IPU･環太平洋大学ホッケークラブ設立連携協定書調印式
IPUとホッケーで連携

　市では、識見者の監査委員に
議 会 の 同 意を得 て栗 原 雅 之 氏

（桜が丘東）を任命しました。
　委員の任期は１２月１日から４年
間です。

栗原 雅之氏
監査委員を任命

　ももの生産意欲の高
揚と栽培技術の向上を
図るため、共進会が７～
８月にわたり２回開催さ
れ、ももの外観、糖度、
食味などについて審査
が行われました。合計133点の出品があり、市内
からは次の皆さんが入賞されました。（敬称略）

〈農林水産大臣賞〉 今井 亨
〈全農岡山県本部運営委員会会長賞〉 光岡 大作
〈うまいくだものづくり推進本部長賞・優秀賞〉
　池本 勝義、岩川 美紀、皿井 洋志

〈うまいくだものづくり推進本部長賞・奨励賞〉
　近江 勲、岡野 昌彦、岸本 一郎、釣井 紀昌、
　西岡 聖智、本郷 祐希

岡山県うまいくだもの共進会
ももの審査で入賞
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▶１１月１日から運用が始まった赤磐市LINE公式ア
カウント。皆さん、もう友だち追加はしていただけて
いますか？ごみのリマインド配信や行政手続きなど
便利な機能がたくさんあります。まだの人は、ぜひ
表紙のQRコードから追加してください！（丸野）

今月の表紙・編集者のつぶやき今月の表紙・編集者のつぶやき

　１１月１４日、山陽桜
保育園の先生と消防職
員で給食のメニューを
考え、消防ドライカレ
ー 、パイナップルゼリ
ーなどを提供しました。午前中には演劇型消防訓
練や消防体験を実施し、園児に火災予防を呼びか
けました。

秋季火災予防運動
消防給食で火災予防を身近に

　１０月２７日、熊山英国
庭園オータムフェスタ
が開催され、市内外か
ら約800人が訪れまし
た。子どもから大 人ま
で、ステージイベントや
店舗巡り、芸術鑑賞を楽しむ姿が見られました。
また、かわいらしく仮装をした子どもたちや磐梨
中学校美術部によるおもてなしが庭園をより華や
かに彩ってくれました。

熊山英国庭園オータムフェスタ
秋色の熊山英国庭園を満喫

　１１月１７日、山陽団地の
いいところを知ろうと、社
会教育課職員の解説を聞
きながら、団地内の便木
山古墳群や宮山古墳群を
巡る歴史ウォーキングを
開催しました。地域の人がきれいに管理している
ことも知ることができ、学び多い会になりました。

山陽団地に新しい灯りを灯そう座談会
団地内のいいとこ発見したよ！

　11月15日、環境保全功労者
等備前県民局長表彰の授与式
があり、市から「桜が丘西三丁
目三好会」、「桜が丘西７・いこ
い会」、「十志会」が受賞しま
した。長年にわたり地域の清掃および美化活動に
取り組み、その功績が認められたものです。

環境保全功労者等備前県民局長表彰
地域環境美化に貢献

　宝くじの受託事業収入を財源とし
て実施している一般財団法人自治総
合センターのコミュニティ助成事業を

活用し、桜が丘西９
丁目町内会ではス
テージやプリンターなどの整備
を行いました。

宝くじの社会貢献広報事業
地域の親睦活動の活性化に期待

　１１月１５日に１００歳を迎えられた梶尾さんのお
祝いに社会福祉課
長が訪問しました。
ガーデニングや旅
行が趣味だった梶
尾さん 。現 在 は 新
聞に目を通すのが
日課だそうです。

梶尾 貞子さん（下市）
１００歳おめでとうございます

　11月9日、女性区長が
誕生し、区議会の過半数
を女性が占めた東京都
杉並区・元区議会議員の
富澤由子さんを迎え、女
性の政治参加や、多様な意見が反映される社会の
あり方などについて考えました。

赤磐市男女共同参画セミナー
私たちは前へ進まなければならない
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●問い合わせ先／健康増進課 ☎︎955-1117

あかいわ1日5皿の野菜料理を食べる合言葉

「まいにちべジ」　
◯ま 毎食食べよう

◯い いつもより１皿プラス

◯に 煮て！チンして！かさを減らしてたくさん食べよう

◯ち ちょっとずついろんな種類の野菜を選ぼう

◯ベ ベジファーストで、「いただきます」をしたらまず野菜から

◯ジ 上手に活用！冷凍野菜や作り置き

学校給食レシピから 星空のもち麦スープ

もち麦について

　もち麦には食物繊維のβ-グ
ルカンが豊富です。β-グルカン
は、免疫力アップ、血糖値の低
下、腸内環境の改善に効果の
ある栄養素です。もち麦は主食としてごはんに
混ぜて炊くだけでなく、汁物の具材としてもお
すすめです。

１人分のエネルギー 82kcal／塩分 1.2g／野菜量 63g

健幸レシピ
食の わ  あかい わ

1月の学校給食週間は、食について関心が高まる
よう、特別献立にしています。その中から野菜がた
っぷりとれるスープのレシピを紹介します。

●材料（2人分）
もち麦…10ｇ
ベーコン …20ｇ　　
たまねぎ…50ｇ（中1/4個）
にんじん…20ｇ（3㎝長さ）　　　
大根…40ｇ（1㎝厚さ）
小松菜…16ｇ（小1/2株）
しめじ（小房に分ける）…20ｇ（1/5個）
水…300ml
　　 しょうゆ…小さじ1
Ⓐ　 コンソメ…小さじ1/2強
　　 塩・こしょう…各少々　　　　　　　　 

●作り方
➀ �もち麦は沸騰した湯で 20分、下ゆでしておく。
②�ベーコンは1㎝幅に切る。玉ねぎは薄切り、にん

じんは薄切りにして星型に抜き、残りは細切りに 
する。大根は3㎝程度の短冊切り、小松菜も3㎝
の長さに切る。

③�鍋にベーコンと玉ねぎを入れて炒め、玉ねぎが
透き通ってきたら、他の野菜（星型に抜いたにん
じん以外）も加えて炒める。

④�③に水を加えて煮て、野菜に火が通ったらⒶで調
味し、①のもち麦と、ゆでた星型にんじんを入れ
てひと煮立ちさせる。

（レシピ提供：市立東学校給食センター 栄養教諭）

特別編

具材はお好みの野
菜に変えてもおい
しくできます。
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